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学長あいさつ

未来医療研究人材養成拠点形成事業が始まり、すでに４年目が過ぎようとしており、本事業の

完成を目指すことはもとより、事業終了後のことも考える時期ともなりました。

本学初代学園長江角ヤス先生の時代から関係の深かった長崎大学医学部と本学との結びつきは、

本事業を期に長崎大学医学部に設立された「地域包括ケア教育センター」と本学に開設しました

「医療・福祉連携センター」との連携によって、一層深められております。特に、月２回開催し

ている地域包括ケア調査研究事業企画委員会（以下「事業企画委員会」という。）を通じた両セ

ンターの連携は全国に類がなく先駆的なもので、最近では事業企画委員会には長崎県・長崎市の

医療・福祉行政の関係者や現場の社会福祉士なども参加して学びを深めるとともに、長崎の地域

包括ケアへの知の発信をしているようです。

また、本年度も長崎大学医学部との「共修授業」が長崎大学坂本キャンパス内の４教室で実施

され、昨年度以上に医療や福祉の視点を踏まえたグループワーク等が展開されるなど、本事業の

着実な進展を見せています。さらに、事業企画委員会等に参加し培われた学生達の主体的な学び

への取り組みが、五島セミナーの実施や長崎多職種連携・たまごの会の活動などをより一層充実

させ、さらなる発展につなげているようです。

ところで、少子超高齢社会を迎えている我が国では地域包括ケアシステムの構築が進められて

います。さらに最近では、地域包括ケアシステムを深化させ、高齢者の介護はもとより、子ども、

障がい児・者、生活困窮者などの生活のしづらさを抱えている方へ対応するため、誰もが支え、

支えられる社会の実現を目指す地域包括支援体制の構築が目指されているようです。

長崎純心大学では、一昨年の創立80年をステップに、新たに「第三の創立期」の第一歩を踏み

出しており、将来を見据えた地域包括支援体制を担う質の高い福祉人材を養成するために、2017

年４月から今ある現代福祉学科を「地域包括支援学科」と名称を変更します。そして、「地域包

括支援学科」では、「何を学ぶか」に加えて、「どのように学ぶか」「何ができるようになるか」

などといったアクティブな学びを求めており、そのことを本事業を通じて育ちつつある本学学生

達が体現してくれるものと思っております。

最後に、本事業を通して学問背景の異なる大学及び学科とが医療・福祉系の枠を超えて、将来

の医療職と福祉職との多職種連携に繋がる資質を養い、長崎の地域包括ケアを支える人材になる

ことを祈念して止みません。

長崎純心大学長 片 岡 瑠美子
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センター長あいさつ

長崎純心大学医療・福祉連携センターは、長崎大学医学部と連携

して文部科学省の「未来医療研究人材養成拠点形成事業」を実施す

るため平成25年10月に設立されました。本センターでは、住み慣れ

た地域で尊厳を保持し、自分らしい生活を継続することができるよ

うに、地域住民の保健医療の向上と福祉の増進を包括的に支援する

「地域包括ケア」体制の推進に関する理論的かつ実証的な調査研究

を行ってきました。

平成28年度は、本事業の中核をなす長崎大学医学部との「共修授

業」の実施をシステム化することが大きな課題でした。そのため、

平成27年度に作り上げた「共修授業」の一般目標（General

Instruction Objective）や行動目標（Specific Behavioral Objectives）

を踏まえながら、数次にわたる「共修授業ワーキンググループ」の開催など関係者のご尽力によ

りまして構造化された新たな事例シナリオや授業プログラムを作り上げました。平成28年10月26

日と11月２日に実施された「共修授業」では、医療・福祉系の枠を超えたグループワークを通し

て、将来の多職種連携に繋がる貴重な学びを体験するとともに、一昨年以上の大きな実証的成果

を得ることができました。

また、長崎大学医学部生と本学学生の連携は「共修授業」の他にもいろいろとありましたが、

中でも平成28年３月に実施した学生の手による「医療と福祉の専門職を目指す学生たちのフォー

ラム」は、彼らの主体的な学びや連携をより高める基点となりましたし、「長崎多職種連携・た

まごの会」の活動も他大学との学習交流会等を通じてネットワークを広げるなどさらに進化しつ

つあります。

ところで、本センターが構想する地域包括ケアシステムは、その対象を単に高齢者に限定する

のではなく、生活の主体者である地域住民を中心に地域の福祉を創造するために、地域住民が生

活と福祉の増進を図る主体者となり、年齢や障がいの有無に関わらず、様々な生きづらさを抱え、

何らかの支援を必要とする人々を包摂する住民主体の支援システムとしての機能を具備したもの

としております。このことを政策的に後押ししてくれるかのように、平成28年7月、厚生労働大

臣の下に「我が事・丸ごと地域共生社会実現本部」が設置され、従前からの地域包括ケアをさら

に深化させた新しい地域包括支援体制の構築が提唱されたことはご案内のとおりです。

本センターにおいても、地域包括ケアの新たな拡がりに呼応するため、月２回開催される「地

域包括ケア調査研究事業企画委員会（以下、「事業企画委員会」という）」の充実を図ってきまし

た。その結果、事業企画委員会には、大学関係者や福祉関係者、両大学学生はもとより、長崎県

や長崎市の医療行政関係者や福祉行政関係者が定期的に参加されたり、地域包括ケアに関心のあ

る方もゲストで参加されるなど、長崎における地域包括ケアに関する情報交換とより活発なディ

スカッションの場となっております。改めまして、事業企画委員の皆様方には深甚の敬意を払い

たいと思っています。

今後とも、本センターでは、地域包括ケアシステムに関する調査研究で得られた学術的な知見

を広く長崎の地に還元することを通して、地域住民による主体的な支え合いと相まって、誰もが

必要な時に適切な医療や介護・福祉サービスを利用しつつ、安心して住み慣れた地域で生活を継

続することができる地域包括ケアシステムの構築と発展に寄与していかなければならないと考え

ております。

長崎純心大学医療・福祉連携センター

センター長 潮 谷 有 二



Ⅰ　調査研究





１ 全国調査「地域包括支援センターにおける業務実態等に関する調査」

⑴ 調査の目的

2011（平成23）年の介護保険法の改正以降、団塊世代が75歳以上になる2025（平成37）年を見

据えた「地域包括ケアシステム」の構築が、全国の市町村において展開されている。このような

状況の中で、地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助を行うことにより、

その保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的とする地域包括支援センター

には、地域包括ケアシステムにおける中核的な役割が求められている。

そこで、2014（平成26）年３月に、長崎純心大学医療・福祉連携センターでは、地域包括ケア

システムにおける地域包括支援センターの役割と可能性を実証的に析出することを目的に、全国

の地域包括支援センターを対象とする質問紙を用いた悉皆調査を実施した。その結果は、未来医

療研究人材養成拠点事業『調査研究報告書』として2015（平成27）年３月に公表するとともに、

日本社会福祉学会や日本在宅ケア学会などの関係学会等で調査分析結果を発表している。

しかしながら、2014（平成26）年６月には、「地域における医療及び介護の総合的な確保を推

進するための関係法律の整備等に関する法律」が成立し、地域包括ケアシステムの構築を通じて、

医療及び介護の連携強化が謳われている。その一環として、地域包括支援センターは地域包括ケ

アシステム構築に向けた取組みを推進する中核的な機関であると位置付けられ、業務の見直しや

人員体制の強化などその機能強化が求められている。

そこで、本センターでは、2014（平成26）年の法改正後の全国における地域包括支援センター

の現状と課題を明らかにし、地域包括ケアシステム構築における地域包括支援センターの役割と

可能性を実証的に析出することを目的に、全国の地域包括支援センターを対象とする質問紙を用

いた第２回目の悉皆調査を実施するものである。

⑵ 調査方法

① 調査票作成

調査票の作成に当たっては、前回調査分析結果や三菱総合研究所（2015）による『地域包

括支援センターにおける業務実態や機能のあり方に関する調査研究事業報告書』の内容等を

分析し、その結果をふまえて調査票案を作成した。また、調査対象者として想定した地域包

括支援センターの社会福祉士２名に対してプレテストを実施し、調査票案の修正を繰り返し

行い、調査票としての精度を高めるように努めた。その結果、最終的に調査に用いる主たる

項目を以下に示すとおりとした。

なお、プレテスト協力者は、永富幸美氏（長崎市桜馬場地域包括支援センター管理者・社

会福祉士）、嶺尚江氏（長崎市土井首地域包括支援センター管理者・社会福祉士）であり、

この場を借りて感謝の意を表するものである。

Ⅰ 調査研究
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（調査項目）

・地域包括支援センターの設置主体（問１）

・職員の配置状況（問２）

・担当圏域の総人口及び65歳以上の高齢者人口、要支援・要介護認定者数（問３）

・介護予防プラン数（問４）

・相談件数（問５）

・職員研修の状況（問６）

・連携体制の主観的評価（問７〜問９）

・関係機関等との連携状況（問10〜問13）

・地域ケア個別会議の状況（問14）

・地域ケア推進会議の状況（問15）

・地域包括ケアに関する自由記述（問16）

・認定社会福祉士について（問17）

・基本属性（問18）

・調査結果の送付について（問19、問20）

② 調査対象

調査対象は、全国の地域包括支援センター4,622か所（サブセンター・ブランチを除く）

であり、回答者には回答者の職種の差異から生じる回答の偏りを未然に防ぐ観点から、地域

包括支援センターに配置されている保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員等のうち、社

会福祉士またはそれに準ずる者とした。

なお、調査対象とした全国の地域包括支援センターの名称、所在地などについては、厚生

労働省や地方自治体等のホームページから検索した。

③ 調査方法

調査方法は自計式の郵送調査であり、2016（平成28）年３月31日付けで全国の地域包括支

援センター管理者宛てに調査票を発送し、調査期間は同年４月４日㈪から４月30日㈯までと

した。併せて、本調査の周知と円滑な実施を図るため、地域包括支援センターを所管する主

管部（課）1,913か所に対しても調査票のサンプルと調査協力依頼文の発送を行った。

さらに、調査結果の精度をより高め、地域包括支援センターにおける業務実態等をより明

らかにする観点から同年４月30日付けで調査協力への依頼文を送り協力を仰いだ。

この結果、2016（平成28）年９月14日㈬時点で全国981か所の地域包括支援センターから

回答を得た（回収率21.2％）。

⑶ 調査実施における倫理的配慮

調査の実施に伴う倫理的配慮として、調査依頼文及び調査票の表紙において「回答について厳

重に秘密を守って統計処理を行い、センター名及び個人のプライバシーが外部に漏洩することは

ない」旨を記すとともに、エディティング作業、コーディング作業、データ入力作業を通して、

調査対象者や調査対象となった地域包括支援センターを特定することができないように必要に応

じて文章のマスキングも行った。
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⑷ 集計方法

回収した調査票の集計に当たっては、エディティング作業とコーディング作業に係るガイドラ

インを作成し、当該ガイドラインに基づき、エディティング作業やコーディング作業を行い、そ

の後、データの入力を行った。

なお、エディティング作業からデータ入力までの作業については、非標本誤差を抑制するため

に、社会調査に関する一定のトレーニングを受けたことがある長崎純心大学人文学部生が、原則

として２人１組によるクロスチェックを行いながら作業することとした。

次に、入力されたデータに対してロジカルチェックをはじめ、入力ミスがないかを確認するた

めのデータクリーニングとその結果に基づくデータの修正を２回行い、無回答が顕著なケース及

び同じ地域包括支援センターの２人の異なる社会福祉士から回答があったものの片方をランダム

で除いた973件を分析対象とした。

調査結果の集計には、IBM SPSS Statistics 22を用いて、各種変数の度数分布（回答者数や該

当者数）、比率、平均等の統計量の算出を行った。

⑸ 調査結果

｢地域包括支援センターにおける業務実態等に関する調査」から得られた各種変数の記述統計

量等及び自由記述の分析については、本センターが刊行する別冊『調査研究報告書』において報

告するとともに、『純心現代福祉研究 地域包括支援システム特集号』にも所収することにして

いる。

併せて、長崎純心大学医療・福祉連携センターホームページにも掲載するつもりである。

（http:www.n-junshin.ac.jp/study/research/）

Ⅰ 調査研究
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Ⅱ　学会発表





１ 日本社会福祉学会第64回秋季大会

⑴ 期 日 平成28年９月10日㈯・11日㈰

⑵ 場 所 佛教大学紫野キャンパス

⑶ 主 催 日本社会福祉学会

⑷ 概 要

① 第１日目

〇 開会式

・大会開会の挨拶

日本社会福祉学会 会長 岩崎 晋也 氏（法政大学）

第64回秋季大会 大会長 田中 典彦 氏（佛教大学）

・学会賞授賞式

〇 大会校企画シンポジウム「社会福祉が育む『共生の創造』」

シンポジスト

「野宿者との共生―社会復帰・自立支援とは？」

生田 武志 氏（野宿者ネットワーク代表）

「若者と共に転換期を生きる〜ひきこもり支援の現場から」

佐藤 洋作 氏（NPO法人文化学習協同ネットワーク代表理事）

「困窮者・外国人・受刑者との共生

―主権・ドミナント・多様性・自他実現を機軸に―」

加藤 博史 氏（龍谷大学短期大学部）

「共生のルネサンス――人類史における障害のある人々の位置」

鈴木 勉 氏（佛教大学）

コーディネーター 池本美和子 氏（佛教大学社会福祉学部）

② 第２日目

〇 国際学術シンポジウム

〇 特定課題セッションⅠ・Ⅱ・Ⅲ

〇 口頭発表Ａ

〇 口頭発表Ｂ

分科会「社会福祉教育・実習３」

「地域包括ケアを支える医療と福祉人材の養成に関する取り組み（その１）―『長崎

多職種連携・たまごの会』の形成・発展過程における教育の実際と学びに焦点を当て

て―」

長崎純心大学医療・福祉連携センター 吉田 麻衣 助教

「地域包括ケアを支える医療と福祉人材の養成に関する取り組み（その２）―長崎大

学医学部と長崎純心大学との共修授業を通して―」

長崎純心大学医療・福祉連携センター 奥村あすか 助教

⑸ 参加者 潮谷 有二 センター長（教授）、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

永田 康浩 長崎大学大学院地域包括ケア教育センター長（教授）

Ⅱ 学会発表
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なお、発表資料は、長崎純心大学医療・福祉連携センターホームページにも掲載している。

（http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/study/research/）

― 12―

写真Ⅱ-１ 日本社会福祉学会第64回秋季大会口頭発表



Ⅱ 学会発表

― 13―



― 14―



Ⅱ 学会発表

― 15―



― 16―



Ⅱ 学会発表

― 17―



― 18―

1 2

3 4



Ⅱ 学会発表

― 19―

5 6

7 8

9 10



― 20―

11
12

13 14

15 16



Ⅱ 学会発表

― 21―

17 18

19
20

21 22



― 22―

23 24

25 26

27 28



Ⅱ 学会発表

― 23―

29 30

31



― 24―



Ⅲ　地域協議会等との協働





１ 平成27年度長崎市地域包括ケア推進協議会 第１回予防・生活支援部会

⑴ 日 時 平成28年３月23日㈬ 15：00〜17：00

⑵ 場 所 長崎市議会第１会議室（長崎市桜町）

⑶ 主 催 長崎市地域包括ケアシステム推進室

⑷ 概 要

① 「認知症初期集中支援推進事業の取り組みについて」

② 「生活支援体制整備事業における協議体の設置について」

⑸ 参加者 潮谷 有二 センター長（副会長）

２ 平成27年度第２回長崎県地域包括ケアシステム構築支援委員会

⑴ 日 時 平成28年３月25日㈮ 15：00〜16：30

⑵ 場 所 長崎県医師会館（長崎市茂里町）

⑶ 主 催 長崎県福祉保健部長寿社会課

⑷ 概 要

① 事業報告「平成27年度事業実績（地域ケア会議モデル推進事業、地域包括支援センター機

能強化研修会）」

② 事業計画「平成28年度事業計画」

③ 専門部会報告

・「医療と介護の連携（島原市におけるアンケート調査）」

・「地域ケア会議ガイドブック作成」

⑸ 参加者 潮谷 有二 センター長（委員）

宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教（オブザーバー）

３ 平成27年度長崎市地域包括ケア推進協議会 第２回全体会

⑴ 日 時 平成28年３月31日㈭ 19：00〜20：15

⑵ 場 所 ホテルセントヒル長崎（長崎市筑後町）

⑶ 主 催 長崎市地域包括ケアシステム推進室

⑷ 概 要

① 「各部会の検討内容報告」

② 「長崎版地域包括ケアシステム構築に向けた今後の取り組みについて」

⑸ 参加者 潮谷 有二 センター長（副会長）

４ 平成28年度長崎県医療介護連携推進事業担当者等研修会

⑴ 日 時 平成28年６月29日㈬ 10：00〜17：00

⑵ 場 所 長崎大学医学部 良順会館（長崎市坂本１丁目）

⑶ 主 催 長崎県福祉保健部長寿社会課

Ⅲ 地域協議会等との協働
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⑷ 概 要

① 講義「在宅医療・介護連携推進事業について」

厚生労働省老健局老人保健課 医療・介護連携技術推進官 秋野 憲一 氏

② 講義「都道府県・保健所が行う在宅医療・介護連携の携推に向けた広域的な市町村支援

〜各圏域における退院調整ルール策定を目指して〜」

全国保健所長会会長 鹿児島県保健福祉部医療審議監（兼）

鹿児島県地域振興局保健福祉環境部長（兼）伊集院保健所 所長 宇田 英典 氏

③ グループワーク、発表、質疑、講評

ファシリテーター（宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教）

⑸ 参加者 潮谷 有二 センター長

宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

５ シンポジウム「長崎の創生と大学の果たす役割

∼長崎をすべての人に住みよいまちとするために∼」

⑴ 日 時 平成28年７月２日㈯ 15：00〜17：00

⑵ 場 所 長崎ブリックホール国際会議場（長崎市茂里町）

⑶ 主 催 長崎純心大学

⑷ 概 要

① 開会あいさつ

長崎純心大学長 片岡瑠美子 氏

② シンポジウム

シンポジスト

長崎市長 田上 富久 氏

京都造形芸術大学教授・元文部科学省大臣官房審議官 寺脇 研 氏

前長崎大学長・純心女子学園理事 齋藤 寛 氏

長崎純心大学人文学部学人間心理学科 ４年 鈴田 紘子 氏

③ 意見交換等

司会

長崎純心大学人文学部学部長補佐/医療・福祉連携センター センター長

潮谷 有二 氏
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写真Ⅲ-１ 研修会講義及びグループワークの様子



⑸ 参加者 165名

６ 平成28年度長崎市地域包括ケア推進協議会 第１回予防・生活支援部会

⑴ 日 時 平成28年７月20日㈬ 17：00〜19：00

⑵ 場 所 長崎市議会第１会議室（長崎市桜町）

⑶ 主 催 長崎市地域包括ケアシステム推進室

⑷ 概 要

① 「生活支援体制整備について」

② 「認知症支援の取り組みについて」

③ 「多機関型包括的支援体制構築モデル事業について」

⑸ 参加者 潮谷 有二 センター長（副会長）

７ 長崎市地域包括支援センター職員研修会

⑴ 日 時 平成28年10月４日㈫ 10：00〜12：00

⑵ 場 所 長崎市民会館アマランス研修室（長崎市魚の町）

⑶ 主 催 長崎市地域包括ケアシステム推進室

⑷ 概 要

講演「地域包括ケア／地域包括支援システムについて」

長崎純心大学 人文学部学部長補佐／医療・福祉連携センター センター長

潮谷 有二 氏

⑸ 参加者 長崎市地域包括支援センター関係職員等

宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

Ⅲ 地域協議会等との協働
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写真Ⅲ-２ シンポジウムの様子

写真Ⅲ-３ 職員研修会の様子



８ 平成28年度第１回長崎県地域包括ケアシステム構築支援委員会

⑴ 日 時 平成28年10月７日㈮ 14：30〜16：30

⑵ 場 所 長崎県医師会館（長崎市茂里町）

⑶ 主 催 長崎県福祉保健部長寿社会課

⑷ 概 要

① 事業説明・報告「地域包括ケアシステムの構築に向けた県の取り組み」

「各市町の地域包括ケアシステム構築に向けた取組状況」

② 意見交換「地域包括ケアシステム構築の評価基準」

「在宅医療・介護連携事業」

⑸ 参加者 潮谷 有二 センター長（委員）

９ 長崎県稲佐警察署 署員研修会

⑴ 日 時 平成28年10月20日㈭ 11：00〜12：00

⑵ 場 所 稲佐警察署 ５階講堂（長崎市弁天町）

⑶ テーマ ｢犯罪のない安全・安心なまちづくりと警察活動について」

⑷ 主 催 稲佐警察署

⑸ 概 要

講演「犯罪のない安全・安心なまちづくりと警察活動

地域包括ケア／地域包括支援システムの観点から」

長崎純心大学 人文学部学部長補佐／医療・福祉連携センター センター長

潮谷 有二 氏

⑹ 参加者 稲佐警察署関係者 約40名

奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教
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写真Ⅲ-４ 署員研修会の様子



Ⅳ　地域講座等への参加





１ 長崎医新伝習所

⑴ 日 時 平成28年３月14日㈪ 19：00〜21：00

⑵ 場 所 長崎リハビリテーション病院（長崎市銀屋町）

⑶ 概 要

① 講演「地域医療構想について Vol. ３」

井上病院 理事長 井上健一郎 氏

② 講演「長崎大学病院の立ち位置についての『私見』」

長崎大学病院 総合患者支援部 准教授 廣瀬 弥幸 氏

⑷ 参加者 潮谷 有二 センター長、宮野 澄男 准教授、吉田 麻衣 助教

２ 平成28年度介護施設従事者等研修会①

⑴ 日 時 平成28年６月１日㈬ 19：00〜20：30

⑵ 場 所 メルカつきまち市民生活プラザホール（長崎市築町）

⑶ 主 催 長崎市包括ケアまちんなかラウンジ

⑷ 概 要

講演「こうして乗り切る切り抜ける認知症ケア」

長崎大学病院 認知症看護認定看護師 小渕美樹子 氏

座長 認定 NPO 法人 長崎在宅 Dr. ネット理事 奥平 定之 氏

⑸ 参加者 奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

３ 第４回まちんなかサロン

⑴ 日 時 平成28年７月28日㈭ 14：00〜17：00

⑵ 場 所 メルカつきまち市民生活プラザ会議室（長崎市築町）

⑶ 主 催 長崎市包括ケアまちんなかラウンジ

⑷ 概 要

講演「ミミ寄りなハナし」

ハシモト耳鼻咽喉科医院 橋本 清 氏

⑸ 参加者 宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

Ⅳ 地域講座等への参加
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写真Ⅳ-１ 定例会の様子

写真Ⅳ-２ まちんなかサロンの様子



４ 第１回災害ボランティア養成講座

⑴ 日 時 平成28年７月30日㈯ ９：30〜12：00

⑵ 場 所 諫早市社会福祉会館（諫早市新道町）

⑶ 主 催 諫早市社会福祉協議会

⑷ 概 要

① 講演「災害ボランティア及び災害ボランティアセンターの役割を学ぶ」

大分市社会福祉協議会地域福祉係 係長 松村 匡貢 氏

② 講演「避難所の現状と避難者の声」

大村市社会福祉協議会障害支援班 班長

地域生活支援センター ラフ・ラム 吉田 勝博 氏

⑸ 参加者 宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

５ 第２回災害ボランティア養成講座

⑴ 日 時 平成28年８月28日㈰ 10：00〜15：00

⑵ 場 所 諫早市社会福祉会館（諫早市新道町）

⑶ 主 催 諫早市社会福祉協議会

⑷ 概 要

① 演習「あなたはどっち？災害対応 Yes・No ゲーム」

長崎県社会福祉協議会 地域福祉課 山口しのぶ 氏

② 講義及びグループワーク

「災害時のボランティア活動の実際と災害ボランティアセンターの運営」

南島原市社会福祉協議会 布津支所 福祉活動専門員 井上 伸也 氏

⑸ 参加者 宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教

６ 第６回まちんなかサロン（認知症サポーター養成講座）

⑴ 日 時 平成28年９月27日㈫ 14：00〜16：00

⑵ 場 所 メルカつきまち市民生活プラザ会議室（長崎市築町）

⑶ 主 催 長崎市包括ケアまちんなかラウンジ

⑷ 概 要

① 講義「認知症を理解する」

長崎市高齢者すこやか支援課

② 寸劇「認知症の方への接し方について」

長崎市桜馬場地域包括支援センター
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⑸ 参加者 宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

７ 第２回ケアラーサポーター育成研修会

⑴ 日 時 平成28年９月28日㈬ 18：00〜20：00

⑵ 場 所 長崎大学総合教育研究棟（長崎市文教町）

⑶ テーマ 認知症について考える

⑷ 主 催 長崎大学ダイバーシティ推進センター

⑸ 概 要

① 講義「認知症と向き合う」

長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 教授 中根 秀之 氏

② 講演「私が祖父母の主介護者でした」

認知症の人と家族の会 長崎県支部 長崎地区副代表 川﨑ひろみ 氏

⑹ 参加者 宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教、森 万記 事務

８ 長崎県民フォーラム「みんなで支えあおう！それぞれの在宅ケア

∼在宅がん医療・緩和ケアの推進を目指して∼」

⑴ 日 時 平成28年10月22日㈯ 14：00〜16：00

⑵ 場 所 長崎県立大学シーボルト校大講義室（長与町まなび野）

⑶ 主 催 在宅医療・福祉コンソーシアム長崎

⑷ 概 要

① 事業紹介「在宅医療・福祉コンソーシアム長崎の取組」

長崎県立大学看護栄養学部特任准教授 吉原 律子 氏

② 対談「在宅ケアと死生観」

NPO法人ウエスレヤンコミュニティカレッジ理事長 内村 公義 氏

六郷 美和 氏（在宅医療体験者）

⑸ 参加者 宮野 澄男 准教授

９ 第１回在宅医療推進多職種連携研修会

⑴ 日 時 平成28年10月24日㈪ 19：00〜21：00

⑵ 場 所 長崎市医師会館７階講堂（長崎市栄町）

⑶ テーマ 住み慣れたまちで、最期まで過ごすために

⑷ 主 催 長崎市包括ケアまちんなかラウンジ

Ⅳ 地域講座等への参加
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⑸ 概 要

① 講演「今なぜ在宅医療を広げることが必要か」

長崎市医師会 理事 土屋 知洋 氏

② 講演「在宅での『あじさいネット』の利用」

長崎在宅 Dr. ネット 理事 奥平 定之 氏

③ 講演「ケアマネの視点から」

ケアプランセンターゆめライフ 管理者 松尾 史江 氏

④ 講演「訪問看護師の視点から」

長崎市医師会訪問看護事業所 所長 浅野 文乃 氏

座長 長崎市医師会 理事 松﨑 純宏 氏

⑹ 参加者 宮野 澄男 准教授

10 第１回医療施設従事者等研修会

⑴ 日 時 平成28年10月25日㈫ 19：00〜20：40

⑵ 場 所 長崎市医師会館７階講堂（長崎市栄町）

⑶ 主 催 長崎市包括ケアまちんなかラウンジ

⑷ 概 要

① 講演「介護保険制度について」

長崎市福祉部介護保険課 課長 山下 真吾 氏

② 講演「介護の現場から」

長崎市介護支援専門員連絡協議会 会長 大町 由里 氏

座長 長崎市医師会 理事 松﨑 純宏 氏

⑸ 参加者 宮野 澄男 准教授

11 認知症の人と家族への援助をすすめる第32回全国研究集会 in 長崎

⑴ 日 時 平成28年11月６日㈰ ９：30〜16：00

⑵ 場 所 長崎ブリックホール（長崎市茂里町）

⑶ 主 催 公益社団法人 認知症の人と家族の会（担当：長崎県支部）

⑷ 概 要

① 講演「地域包括ケアシステムが育てるi寄り添う医師のこころk」

長崎大学地域包括ケア教育センター センター長・教授 永田 康浩 氏

② 特別発表「認知症の歌」〜若年性認知症の本人の声〜 福田 人志 氏（長崎県）

③ 事例発表

「『つないで、ひろげる』小学校における認知症学習

〜ハンドブックの作成と啓発活動〜｣ 山口 孝治 氏（宮崎県）

「認知症の人と家族に焦点をあてた認知症カフェ『ようこそ』の取り組み」

髙橋 望氏（岡山県）

「いつまでも私らしく 生きられる西京区に」 鎌田 松代 氏（京都府）
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④ シンポジウム「地域の中で、認知症の人と家族を支えるためには〜介護家族の体験をとお

して考える〜」

シンポジスト

厚生労働省老健局認知症施策推進室 室長 宮腰 奏子 氏

医療法人昌生会出口病院地域型認知症疾患医療センター センター長

出口 之 氏

医療法人宮本外科 理事長（認知症の人と家族の会長崎県支部顧問) 宮本 峻光 氏

長崎県北松浦郡佐々町長寿社会課 課長補佐 江田 佳子 氏

長崎市緑が丘地域包括支援センター センター長 深堀 優 氏

長崎県南松浦郡新上五島町地域包括支援センター 管理者 林田 京子 氏

公益社団法人認知症の人と家族の会 理事 鈴木 森夫 氏

課題提供〜認知症の姑を介護して 認知症のはじまりから看取りまで

介護体験者（認知症の人と家族の会長崎県支部副代表) 渡部三津子 氏

コーディネーター

公益社団法人認知症の人と家族の会長崎県支部 世話人 宮川 由香 氏

⑸ 参加者 奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教、森 万記 事務

12 長崎フロリデーション協会15周年記念講演会

⑴ 日 時 平成28年11月27日㈰ 12：00〜17：30

⑵ 場 所 長崎原爆資料館ホール（長崎市平野町）

⑶ 主 催 長崎フロリデーション協会15周年記念講演会実行委員会

⑷ 概 要

① 基調講演「健康格差のない社会を目指して〜Look at upstream !（上流に目を向けよう)〜｣

ハーバード大学公衆衛生大学院 社会行動科学学部 教授 イチロー・カワチ 氏

② シンポジウム「なぜフロリデーションが必要か〜フロリデーションの意義を考える〜」

「日本における口腔の健康格差」

東北大学大学院歯学研究科 国際歯科保健学分野 准教授 相田 潤 氏

「歯科医院等を基盤とした『ポピュレーションストラテジー』と

『ハイリスクストラテジー』の社会実験的研究から学んだこと」

長崎大学病院地域医療連携センター センター長 川崎 浩二 氏

「我が国の歯科公衆衛生の現状」

厚生労働省 医政局歯科保健課 歯科保健課長 田口 円裕 氏）

⑸ 参加者 宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

Ⅳ 地域講座等への参加
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13 平成28年度第１回在宅医療推進連携講座

⑴ 日 時 平成28年11月30日㈬ 19：00〜21：00

⑵ 場 所 長崎市医師会館講堂（長崎市栄町）

⑶ 主 催 長崎市包括ケアまちんなかラウンジ

⑷ 概 要

① 開会挨拶 長崎市医師会 副会長 藤井 卓 氏

② 発表

「当院における在宅医療の実際」

医療法人 阿保外科医院 副院長 阿保 貴章 氏

「在宅医療の実際―当クリニックの、導入から現況まで―」

藤瀬クリニック 院長 藤瀬 直樹 氏

「在宅医療における診療報酬」

医療法人 安中外科・脳神経外科医院 院長 安中 正和 氏

③ 質疑応答

座長 長崎市医師会 理事 土屋 知洋 氏

⑸ 参加者 宮野 澄男 准教授

14 まちんなかラウンジ在宅医療講座

⑴ 日 時 平成28年12月３日㈯ 14：00〜16：00

⑵ 場 所 メルカつきまち市民生活プラザ会議室（長崎市築町）

⑶ 主 催 長崎市包括ケアまちんなかラウンジ

⑷ 概 要

① 長崎市包括ケアまちんなかラウンジ業務紹介

長崎市包括ケアまちんなかラウンジ 原野 謙治 所長

② 発表

「在宅医療―新米在宅医の２年間―」

藤瀬クリニック 院長 藤瀬 直樹 氏

⑸ 参加者 宮野 澄男 准教授
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Ⅴ　地域包括ケア論・共修授業





１ 地域包括ケア論

⑴ 目 的

超高齢社会を迎える中、医療と介護を一体的に提供する地域包括ケアシステムの構築が喫緊の

課題となっている。また、地域包括ケアシステムの地域における実践の視点から、近年多職種連

携の必要性が増している。このため、多職種で連携ができる資質を学部教育の中で養うことは、

今後、地域包括ケアシステムを各地域で構築する上で肝要と考える。

こうした状況を踏まえて、長崎純心大学では、平成27年度から地域包括ケア論を選択科目とし

て開講し、平成28年度は２年目を迎えている。この間、地域包括ケア論のカリキュラム・ポリ

シーに変更はなく、社会背景や社会保障制度など地域包括ケアシステムをマクロ的にとらえる視

点と地域包括支援センターの役割や課題など地域包括ケアシステムをミクロ的、メゾ的にとらえ

る視点からシラバスを構成している。ただし、長崎県の地域包括ケアシステムの展開状況も踏ま

え、内容は一部変更している。

なお、地域包括ケア論では、医療や福祉の現場で活躍している専門職を講師に依頼し、オムニ

バス形式をとることによってより実践的な科目になるよう配慮している点に変更はない。

さらに、地域包括ケアシステムを構築する上で重要な要素として考えられる多職種連携につい

ても地域包括ケア論の中心的コンセプトとし、全15講のうち５講分を長崎大学医学部との共修授

業とすることで、長崎大学医学部生とのグループワークを通して多職種連携に繋がる資質を実践

的に学ぶことができるようにしている。

⑵ 一般目標（GIO）

地域包括ケアの現状や諸課題を通して、地域包括ケアシステムに関する基礎的・基本的な

内容を理解するとともに、長崎大学医学部との共修を通して、地域包括ケアシステム構築の

基盤ともなる将来の多職種連携に繋がる資質を実践的に養う。

⑶ 行動目標（SBOs）

行動目標 内 容

SBO01
地域包括ケアシステムを取り巻く社会的背景や現状、諸課題を理解することができ

る。

SBO02 地域包括ケアシステムの基本理念を理解することができる。

SBO03 地域包括ケアシステムを構成する基本的な要素について理解することができる。

SBO04
関係団体との連携を深め、医療・介護・予防を一体的に提供することにより、住み

慣れた地域での生活を支える仕組みが構築できることを理解することができる。

SBO05
地域包括ケアシステムの構築に関心をもち、今後の学習に生かそうとする意欲を持

つことができる。

SBO06
急性期病院における医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）の役割と多職種連携の

実際を理解することができる。

Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業
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行動目標 内 容

SBO07
回復期病院における医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）の役割と多職種連携の

実際を理解することができる。

SBO08
地域包括ケアの推進における医療と福祉との多職種連携の意義について理解するこ

とができる。

SBO09
地域包括ケアシステムにおける地域包括支援センターの役割や業務内容を理解する

ことができる。

SBO10
地域包括支援センターによる関係機関等との連携など地域のネットワークづくりの

実際を理解することができる。

SBO11
地域ケア会議の設置及び運営並びに諸課題について実践事例をもとに理解すること

ができる。

SBO12

地域ケア会議が個別ケースに留まることなく、地域課題を関係者と共有し、課題解

決に向けて新たな社会資源の開発、さらには政策形成化など、ボトムアップする機

能を有していることを理解することができる。

SBO13
地域ケア会議における地域の多職種や住民等、関係者間の連携や協働の重要性につ

いて理解することができる。

SBO14 地域包括ケアにおける地域ケア会議の役割について理解することができる。

SBO15
共修授業を通して、見方や考え方の異なる他の大学生と協働して課題解決に取り組

むなど、多職種連携の基盤となる実践的な態度を養うことができる。

⑷ 授業内容

日 時 内 容

１
10月１日㈯

（９：00〜10：30）

地域包括ケア論とは

長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二

２
10月１日㈯

（10：40〜12：10）

地域包括ケアシステムの現状と課題⑴

〜地域包括ケアシステムを支える地域包括支援センターの役割〜

長崎市市民局福祉部福祉総務課 保健師（前福祉部理事）

吉峯 悦子

３
10月１日㈯

（12：55〜14：25）

地域包括ケアシステムの現状と課題⑵

〜地域包括支援センター全国調査結果の分析・考察〜

長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二

４
10月15日㈯

（10：40〜12：10）

地域包括ケアシステムの現状と課題⑶

〜急性期退院カンファレンスと多職種連携〜

長崎みなとメディカルセンター市民病院

医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）宮川 江利

５
10月15日㈯

（12：55〜14：25）

地域包括ケアシステムの現状と課題⑷

〜回復期退院カンファレンスと多職種連携〜

社会医療法人春回会 長崎北病院

医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）井上加奈子
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日 時 内 容

６
10月19日㈬

（14：40〜16：10）

オリエンテーション及び地域包括ケア論特別講義

長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二

７
10月26日㈬

（13：00〜14：30）
講義及びワークショップ①（事例検討) 〜ディスカッション〜

８
10月26日㈬

（14：40〜16：10）
ワークショップ②（事例検討) 〜発表準備（グループ別) 〜

９
11月２日㈬

（13：00〜14：30）

ワークショップ③（医療・保健・福祉の連携）

〜プレゼンテーション（各教室別) 〜

10
11月２日㈬

（14：40〜16：10）

ワークショップ④（医療・保健・福祉の連携）

〜プレゼンテーション（代表グループによる)〜

11
11月19日㈯

（９：00〜10：30）

地域ケア会議の開催⑴

〜地域課題の共有、社会資源開発、政策形成〜

佐々町地域包括支援センター 課長補佐 江田 佳子

12
11月19日㈯

（10：40〜12：10）

地域ケア会議の開催⑵

〜多種な職種や機関等との連携協働〜

島原市地域包括支援センター 所長 辻 敏子

13
11月19日㈯

（14：35〜16：05）

地域包括ケアシステムの現状と課題⑸

〜在宅医療・介護連携の推進〜

大村市福祉保健部長寿介護課 課長補佐 前川 靖彦

14
11月26日㈯

（10：40〜12：10）

医療と介護・福祉サービスにおける多職種連携

〜地域・チームで高齢者等を支える仕組み〜

長崎大学地域包括ケア教育センター センター長 永田 康浩

15
２月４日㈯

（10：40〜12：20）

地域包括ケア論総括

〜ビジュアル教材視聴及び総括評価〜

長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二

Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業
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写真Ⅴ-１ 地域包括ケア論の様子



⑸ 授業評価

① 毎時の授業評価

地域包括ケア論においては、毎回授業後、受講生に対して図Ⅴ-１に示すような授業評価

票を実施し、項目（①〜⑤）について４選択肢の自己評価を基に学生たちの意識を調査した。

本報告書では全15講の授業のうち第１講における授業評価票の結果（図Ⅴ-１）と学生の感

想の一部を例示する。

【地域包括ケア論（第１講）】

日時：平成28年10月１日㈯ ９：00〜10：30

場所：長崎純心大学地域連携センター

概要：地域包括ケア論

・地域包括ケア論の位置づけ

・上智大学栃本一三郎教授の論文「地域包括ケアは社会実験か未来の社会について

の解釈論か」の紹介

・福祉専門職者として、医療・介護・社会保障全体の知識を有し、社会保険と社会

扶助を一体的に見渡せることが求められること

【学生の感想（一部）】

〇 生活の主体者である地域住民と連携し、高齢者だけではなく生活が困難な人たち

を支えていく必要があるということを学ぶことが出来た。（現代福祉学科３年）

〇 医療保険、介護保険など社会保障を一体的に見渡す力が必要であると学んだ。

（現代福祉学科３年）
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図Ⅴ-１ 毎時の授業評価票（第１講）



〇 どのように社会福祉士が専門職として地域を巻き込んでいくのか、どのような働

きかけが必要なのか、社会にどのように伝えていくのか、これからの授業や共修授

業を通して学んでいきたい。（現代福祉学科３年）

次に、評価票を項目別に集計、グラフ化したところ図Ⅴ-２のとおりであった。

評価項目①「授業に対して意欲的に取り組んだと思う。」について、「大変そう思う」が６人、

「そう思う」が22人で、「あまり思わない」が８人、「全く思わない」は０人であった。

評価項目②「本時の学習課題を理解して授業に臨んだと思う。」について、「大変そう思う」が

３人、「そう思う」23人で、「あまり思わない」10人、「全く思わない」が０人であった。

評価項目③「本日の授業でわからないところがあれば、自分で調べたり、先生や友だちに質問

したりするつもりでいる。」については、「大変そう思う」が６人、「そう思う」が25人で、「あま

り思わない」５人、「全く思わない」は０人であった。

評価項目④「授業で学習した内容はだいたい理解したと思う。」について、「大変そう思う」が

０人、「そう思う」が20人で、「あまり思わない」が15人、「全く思わない」が１人であった。

評価項目⑤「授業で『わかった』『できた』という達成感をもつことができたと思う。」につい

ては、「大変そう思う」が２人、「そう思う」が17人で、「あまり思わない」が16人、「全く思わな

い」は１人であった。

以上のことから、学生たちは地域包括ケア論に対して、一定の課題意識や学習意欲を持って臨

み、学習内容の理解と達成感を有していたことがいえよう。

なお、学生たちの学びの傾向は、第１講以外の講義でも同様の結果であったことを申し添えて

おく。

また、これらの授業評価の結果は、必要に応じて各指導者へ還元し、今後の指導上の参考資料

としていただいている。

Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業
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図Ⅴ-２ 評価結果



２ 共修授業

⑴ 一般目標（GIO）

① 長崎大学医学部

学習背景の異なる大学及び学科とが医療・福祉系という枠を超えて共修の学びの場を設け

ることを通して、将来の多職種連携に繋がる医療と保健と福祉の視点を養う。

② 長崎純心大学

学習背景の異なる大学及び学科とが医療系、福祉系の枠を超えて共修することを通して、

将来の医療職と福祉職との多職種連携に繋がる資質を養う。

⑵ 行動目標（SBOs）（長崎純心大学）

SBO01 自己の目指す専門職の仕事内容や役割を、他の大学・学科生に説明できる。

SBO02 他の大学・学科生が目指している専門職の仕事内容や役割を理解できる。

SBO03 他の大学・学科生と同じ視点を有していることに気づくことができる。

SBO04 他の大学・学科生とは異なった視点を有していることに気づくことができる。

SBO05 自分の考えを他の大学・学科生に伝えることができる。

SBO06 自分の専門分野に対する興味・モチベーションを向上させることができる。

SBO07 他の大学・学科生が話した内容について共感することができる。

SBO08
見方や考え方の違う他の大学・学科生と協働して、課題解決に取り組む重要性を実

感できる。

SBO09

グループワークを通して、掲示事例の目標となる姿（本人がどうなりたいかまた本

人にどうなって欲しいか）を列挙し、その実現に向けての具体的支援方策を提案で

きる。

SBO10 地域住民が地域で生活するための医療のしくみを理解することができる。

SBO11 地域住民が地域で生活するための福祉のしくみを理解することができる。

SBO12 医療職と福祉職とが連携することの意義について理解することができる。

⑶ 共修授業ワーキンググループ

① 第１回共修授業ワーキンググループ

・日 時 平成28年５月12日㈭ 15：00〜

・場 所 長崎大学医学部 小会議室（基礎研究棟２階）

・議 題 昨年度の共修授業について

今年度の共修授業内容について（日時、場所、受講者数等）

今後のスケジュールについて
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② 第２回共修授業ワーキンググループ

・日 時 平成28年７月１日㈮ 15：30〜

・場 所 長崎大学医学部 小会議室

・議 題 症例１、２を同一家庭にできないか？

Work について（内容・時間配分・発表方法）

事例１、２の担当者の決定

授業の効果のリサーチについて

③ 第３回共修授業ワーキンググループ

・日 時 平成28年７月26日㈫ 11：00〜

・場 所 長崎大学医学部 良順会館 専斎ホール

・議 題 事例の確定

Work について

発表について

事例１、２の担当者の決定

授業の効果のリサーチについて

④ 第４回共修授業ワーキンググループ

・日 時 平成28年９月５日㈪ 16：00〜

・場 所 長崎大学医学部 良順会館 専斎ホール

・議 題 事例変更点の確認

Work 内容の確定

各教室のファシリテーター及び責任者の決定

事例１、２の担当者の決定

授業の効果のリサーチについて

⑤ 第５回共修授業ワーキンググループ

・日 時 平成28年10月13日㈭ 13：00〜

・場 所 長崎大学医学部 良順会館 専斎ホール

・議 題 各教室の担当者

到達目標について

授業スケジュールについて

アイスブレイクについて

ピア評価について

事前課題について

事例のまとめについて

⑥ 第６回共修授業ワーキンググループ

・日 時 平成28年11月21日㈪ 15：30〜

・場 所 長崎大学医学部 ポンペ会館

・議 題 共修授業を振り返って（進行・運営、事例、評価）

来年度に向けて

Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業
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⑷ 共修授業教材（事例）

共修授業で使用する事例については、長崎純心大学医療・福祉連携センターに設置されている

事業企画委員会での地域包括支援センターの社会福祉士、医療現場の医療ソーシャルワーカー

（社会福祉士）による検討はもとより、事例の妥当性、信頼性を高めるため、長崎大学医学部教

職員が医療の視点から、長崎純心大学医療・福祉連携センター教員は福祉の視点から協議を深め

た。最終的には、共修授業では以下の２つの事例を教材として使用することになった。

① 事例１（慢性期）81歳 男性（認知症・２型糖尿病）

81歳のＢさんは80歳の妻と二人暮らし。60歳でＣ高校を定年退職後に２型糖尿病と診

断され内服加療が開始された。元々食事・運動療法も几帳面にされており、血糖コント

ロールは良好であった。しかし、平成26年（79歳）頃から物忘れが目立つようになり、

意欲が低下、怒りっぽくなり、周囲との付き合いも今ではほとんどなくなっている。

平成27年からは内服忘れが目立って来ており、徐々に血糖コントロールが不良となっ

た。

平成28年に入ってからは、散歩コースであった商店街を散歩中に道に迷い数回警察に

保護されている。各種検査よりアルツハイマー型認知症と診断され、抗認知症薬が最近

開始された。現在妻がＢさんに内服を促すと、『もう飲んだ』と怒ってしまい内服はで

きていない。妻は１人で介護を行っており疲れた様子である。本人および妻も可能な限

り２人での生活を継続したいと考えている。担当医は、今後のＢさんの生活について地

域包括支援センターへ連絡、相談した。

② 事例２（緩和・終末期）41歳 女性

Ｃさんは83歳の母親と同居しており、未婚で子どもはいない。11年前に乳癌の手術を

受け、７年前に乳癌の局所再発、３年前に肺・縦隔リンパ節転移、２年前に脳転移が出

現し、薬物・放射線治療を続けていたが徐々に増悪し、抗癌剤での治療は奏効しなく

なった。今後は抗癌剤の治療は中止し、治療の主体を緩和医療とする方針になった。Ｃ

さんは１か月前まで病院の栄養士として勤務していたが、もの忘れや倦怠感がひどくな

り、頭痛・めまいの出現頻度が増したため、仕事を退職した。退職後、ベッド上で過ご

す事が多く、家事全般は母親に頼っている。現在のＣさんの意向は、自宅で最期を迎え

たいと思っているが、漠然とした不安がある。

母親は現在要支援１の認定を受けており、週１回のデイサービスに行くことを楽しみ

にしているが、家事とＣさんの介護のため行けなくなった。また、高齢のため、今後の

介護の負担をとても心配しており、Ｃさんにはホスピスへ入院してもらうことを希望し

ている。

担当医は今後の事について地域医療連携室へ相談し、カンファレンスを開くことにし

た。
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⑸ 授業内容

日 時 内 容

１ 10月19日㈬

（14：40〜16：00）

�特別講義「『地域包括ケアシステム』について

長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二

�共修授業について

長崎大学地域包括ケア教育センター センター長 永田 康浩

２ 10月26日㈬

（13：30〜16：10）

�共修授業について説明

�事前アンケート

�自己紹介と役割分担

�アイスブレイク

�ワークショップ①（事例紹介）

【Work１】

① 事例から、患者・家族の意向を抽出しよう

② 患者の目標となる姿を考えよう

（本人にどうなってほしいか）

�発表① 【Work１】の内容を発表

�ワークショップ②（事例検討）

【Work２】

強み・弱み・課題を抽出しカテゴリーに分けよう

【Work３】

課題に対する目標を立てよう

�発表② 【Work２】、【Work３】の内容を発表

�アンケート評価

３ 11月２日㈬

（13：30〜16：10）

�アイスブレイク

�先週の授業の振り返り

�ワークショップ③

【Work４】

【Work１】①で考えた「目標となる姿」を達成するための社会資

源、職種およびその役割をイラスト・図を用いてまとめよう

�発表③ 【Work４】の内容を発表

�まとめ

各教室で全体発表を行う代表グループを選出

�事例紹介

�発表④ 代表グループによる全体発表

�総括

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 教授 井口 茂

長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二

長崎大学地域包括ケア教育センター センター長 永田 康浩

�アンケート・レポート

Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業
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⑹ 授業担当教員

教 室 班

授業担当教員

長崎大学医学部
長崎純心大学

医 学 科 保 健 学 科

事

例

１

良順会館 １〜11班 ◎西野 文子 助教 平瀬 達哉 助教 吉田 麻衣 助教

嶺 尚江

（社会福祉士）

グローバル

ヘルス

総合研究棟

12〜22班 松坂 雄亮 助教

陣野紀代美

（居宅介護支援事業

所管理者）

磯 ふみ子 助教 ◎宮野 澄男

准教授

井上加奈子

（社会福祉士）

事

例

２

ポンペ会館 23〜34班 ◎久芳さやか助教 井口 茂 教授 奥村あすか 助教

永富 幸美

（社会福祉士）

セミナー室 35〜42班 永田 康浩 教授

濵口 由子 助教

◎大町いづみ

准教授

宮川 江利

（社会福祉士）

（敬称略、◎は教室責任者）
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写真Ⅴ-２ 共修授業の様子



⑺ 代表グループによる発表

① 事例１

② 事例２

Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業
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Ⅵ　リサーチマインドに繋がる
　　主体的な学びの展開





１ 平成27年度上五島地区離島医療教育研究会

⑴ 日 時 平成28年３月10日㈭ 17：30〜19：30

⑵ 場 所 長崎県上五島病院（長崎県新上五島町）

⑶ 概 要

① 報告「実習記録およびアンケート結果」

長崎大学大学院 地域医療学分野 助教 小屋松 淳 氏

② 講演「教育効果からみた効果的な地域医療実習プログラムの提案」

神戸大学大学院 地域医療教育学部門 教授 岡山 雅伸 氏

③ 講演「上五島病院における地域医療実習の現況」

長崎県上五島病院 病院長 八坂 貴宏 氏

⑷ 参加者 潮谷 有二 センター長、奥村あすか 助教

現代福祉学科４年 石原 理子、大関 あい、宮原 由佳、芳田 彩夏

２ 五島市地域包括支援センター訪問

⑴ 日 時 平成28年３月15日㈫ 14：00〜16：00

⑵ 場 所 五島市役所会議室（五島市福江町）

⑶ 内 容 五島市 新しい総合事業、地域ケア会議

⑷ 対応者 五島市長寿介護課 川端 久章 課長、米山 幸助 課長補佐

長寿支援班係 山田 真由 社会福祉士

⑸ 参加者 宮野 澄男 准教授、吉田 麻衣 助教

現代福祉学科３年 市川加奈子、梅本 由衣、北村 春菜、桑原 薫、

澤田 寿美、福田 史織、横山 千夏

現代福祉学科２年 尾﨑 美杜、川口 裕貴、重富 美希、納所 芳児、

福田友里香、松尾 美佳、松坂 梨奈、森谷 志帆、

山口 晃平

Ⅵ リサーチマインドに繋がる主体的な学びの展開
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写真Ⅵ-１ 上五島地区離島医療教育研究会での学び

写真Ⅵ-２ 五島市地域包括支援センター訪問の様子



⑹ 学生感想

五島市地域包括支援センターを訪問し、五島市における介護保険制度について五島市

の高齢者の状況や社会背景から学ぶことができた。五島市の高齢化の状況は全国・長崎

県と比較すると高い認知状況であり認知症高齢者や高齢者独居世帯の問題を深刻に受け

止め対策を考えていく必要性を感じ、地域包括支援センターの重要性について改めて考

える機会となった。また、五島市地域包括支援センターでの取り組みについて教えてい

ただき、それぞれの専門職だけでは限界があり医療と福祉が連携し、住民と一体となっ

て支援していくことが求められることを再認識した。今回初めて五島市を訪問し子ども

の姿より高齢者を見かけることが多く、五島市の地域包括支援センターの体制作りのよ

うに地域の実情に合った支援を考えていくこと、これまでにない支援体制や取り組みを

生み出していくことが必要であると感じた。（現代福祉学科３年）

なお、参加した学生の感想は、長崎純心大学医療・福祉連携センターホームページに掲

載している。（http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/news/）

３ 平成27年度下五島地区離島医療教育研究会

⑴ 日 時 平成28年３月15日㈫ 18：00〜20：00

⑵ 場 所 長崎県五島中央病院（五島市吉久木町）

⑶ 概 要

① 報告「実習記録及びアンケート結果」

長崎大学大学院 地域医療学分野 助教 小屋松 淳 氏

② 特別講演「離島医師を目指し学生のうちから離島実習を重ねて産婦人科医になった人間か

らみた離島での学生実習の効果」

長崎県対馬病院産婦人科 医師 山内 祐樹 氏

⑷ 参加者 宮野 澄男 准教授、吉田 麻衣 助教

現代福祉学科３年 市川加奈子、梅本 由衣、北村 春菜、桑原 薫、

澤田 寿美、福田 史織、横山 千夏

現代福祉学科２年 尾﨑 美杜、川口 裕貴、重富 美希、納所 芳児、

福田友里香、松尾 美佳、松坂 梨奈、森谷 志帆、

山口 晃平
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写真Ⅵ-３ 下五島地区離島医療教育研究会での学び



⑸ 学生感想

離島医療研究会で実際に出席し、お話を聞くことができたのはとても貴重な経験とな

りました。離島における地域医療を繋げていくことは容易なものではなく、試行錯誤さ

れていることがわかりました。また、産婦人科の山内先生のお話を聞き、今まで福祉と

産婦人科を関連して考えたことがなく、どのような関わりができるのか、どんな支援が

可能なのかを考える機会となりました。五島に訪問したのは２度めでしたがまた新しい

部分を知ることができ、とても有意義な時間となりました。今回出た疑問や課題になど

に取り組み、解決していけるようにしていきたいと思います。（現代福祉学科２年）

なお、参加した学生の感想は、長崎純心大学医療・福祉連携センターホームページに掲

載している。（http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/news/）

Ⅵ リサーチマインドに繋がる主体的な学びの展開
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４ 医療と福祉の専門職を目指す学生たちのフォーラム

⑴ 日 時 平成28年３月24日㈭ 14：00〜16：40

⑵ 場 所 長崎大学医学部 良順会館（長崎市坂本１丁目）

⑶ 主 催 長崎純心大学医療・福祉連携センター

⑷ 概 要

① 挨拶・趣旨説明

長崎純心大学医療・福祉連携センター長・教授 潮谷 有二 氏

② 研究発表

「医療と福祉の専門職を目指す学生たちのグループ形成過程に関する一研究―『長崎多職種

連携・たまごの会』に焦点を当てて」

長崎純心大学現代福祉学科４年 中尾よしの（代理：潮谷 有二 氏）

③ シンポジウム

・「長崎多職種連携たまごの会〜活動の紹介・報告〜」

長崎純心大学現代福祉学科３年 梅本 由衣

・「長崎多職種連携たまごの会の今後のビジョン〜他大学の学生との関わりから見えてきた

もの〜」

長崎純心大学現代福祉学科３年 横山 千夏

・「たまごの会を通じて見えたもの・見えるもの」

長崎大学医学部医学科３年 荒倉 由佳

・「たまごの会設立から現在に至るまで〜私たち学生に必要なものとは」

長崎大学医学部医学科２年 内田 直子

座長 長崎大学大学院 地域包括ケア教育センター長・教授 永田 康浩 氏

④ 指導助言

長崎大学大学院地域医療学分野 教授 前田 隆浩 氏

⑸ 参加者 35名
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写真Ⅵ-４ 学生たちのフォーラムでの発表



Ⅵ リサーチマインドに繋がる主体的な学びの展開
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Ⅵ リサーチマインドに繋がる主体的な学びの展開
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Ⅵ リサーチマインドに繋がる主体的な学びの展開
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５ 第６回九州地域医療教育研究会

⑴ 日 時 平成28年４月２日㈯ 13：30〜

⑵ 場 所 九州大学医学部 百年講堂中ホール１・２（福岡市東区）

⑶ テーマ ｢地域医療に貢献する医師をより多く養成するために

〜特に卒前教育で出来ること〜」

⑷ 概 要

① 学生発表「『長崎多職種連携・たまごの会』

〜立ち上げから１年間の活動を通して見えてきたもの〜」

長崎純心大学現代福祉学科４年 市川加奈子、桑原 薫、横山 千夏

長崎大学医学部３年 山本 幸近 ２年 内田 直子

② 教育講演「自分でつかむ地域包括ケア『その人を知る』

〜短期地域医療実習での試み」

千鳥橋病院 副医院長 山本 一視 氏

③ 特別講演「地域医療教育の実践〜新潟・魚沼の場合」

新潟大学大学院医歯学総合研究科 総合地域医療学講座 教授 井口清太郎 氏

⑸ 参加者 奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

長崎純心大学現代福祉学科４年 市川加奈子、桑原 薫、横山 千夏

長崎大学医学部３年 山本 幸近 ２年 内田 直子

６ 第９回平戸と長崎大学で育てる地域医療講演会（平戸市生涯学習連携講座）

⑴ 日 時 平成28年５月14日㈯ 15：00〜16：30

⑵ 場 所 平戸文化センター中ホール（平戸市岩の上町）

⑶ 主 催 長崎大学病院 へき地病院再生支援・教育機構／国民健康保険

平戸市民病院／平戸市立生月病院

⑷ 概 要

講演 ｢優しさを伝えるケア技術：ユマニチュードⓇ」

ジネスト・マレスコッティ研究所日本支部代表

独立行政法人国立病院機構 東京医療センター 総合内科医長 本田美和子 氏

⑸ 参加者 長崎純心大学現代福祉学科 ４年 市川加奈子、桑原 薫、２年 重松 和樹

長崎大学医学部医学科 １年 村上 大輝

Ⅵ リサーチマインドに繋がる主体的な学びの展開
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写真Ⅵ-５ 地域医療教育研究会の様子



７ 地域包括ケア人材養成コース推進フォーラム

⑴ 日 時 平成28年６月11日㈯ 13：30〜17：00

⑵ 場 所 長崎大学医学部 良順会館（長崎市坂本１丁目）

⑶ 主 催 長崎大学医学部保健学科

⑷ 概 要

① 特別講演「地域包括ケアシステムとその背景」

尾道市公立みつざ総合病院リハビリテーション部 参与 村上 重紀 氏

② シンボジウム「急性期・回復期・介護予防の立場から地域包括ケアシステムを考える」

「急性期病院の立場から」長崎大学病院 川崎 浩二 氏

「回復期病棟の立場から」長崎記念病院 山下潤一郎 氏

「生活期（介護予防）の立場から」長崎大学医学部保健学科 田中 浩二 氏

座長 長崎大学医学部保健学科保健学実践教育研究センター

センター長・教授 井口 茂 氏

⑸ 参加者 宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教、森 万記 事務

長崎純心大学現代福祉学科４年 北村 春菜、桑原 薫、福田 史織、

横山 千夏

現代福祉学科３年 尾﨑 美杜、山口 将史

８ 第３回九州・山口家庭医療・総合診療セミナー

⑴ 日 時 平成28年７月２日㈯ 12：00〜 ７月３日㈰ 〜12：00

⑵ 場 所 大分大学医学部附属病院（大分県由布市狭間町）

⑶ テーマ 家庭医療・総合医療を知ろう！学ぼう！

⑷ 主 催 日本プライマリ・ケア連合学会 学生・研修医部会 九州沖縄支部

⑸ 概 要

【第１日目】

① 基調講演「家庭医（総合診療医）ってこんなに楽しい！」

宮崎大学医学部附属病院 地域医療・総合診療医学講座 教授 吉村 学 氏

② セッション①「ケースで学ぶ患者中心の医療」

大分大学医学部附属病院 総合内科・総合診療科／宮崎病院 藤谷 直明 氏

③ セッション②−ａ「離島医療について〜徳之島の現場からリポート〜」

医療法人徳洲会 徳之島徳洲会病院 副院長 水田 博之 氏

セッション②−ｂ「災害における総合診療の役割とは〜熊本地震の対応をもとに」

熊本大学医学部附属病院 地域医療・総合診療実践学寄附講座

特任助教 高柳 宏史 氏

④ ポスターセッション

― 66―



【第２日目】

① セッション③−ａ「東洋医学（鍼灸・漢方など）の診療作法〜臨床風景を動画で紹介。鍼

灸体験コーナーもあります〜」

真央クリニック附属鍼灸室／長湯鍼灸院 鍼灸師 成田 響太 氏

セッション③−ｂ「私たち医療者にとってその人らしい死／生の支援とは⁉〜患者さんの

死の２事例を通して〜」

独立行政法人国立病院機構 大分医療センター

医療ソーシャルワーカー／社会福祉士 岡江 晃児 氏

② セッション④「生きやすい街とは〜家庭医療の目線で私たちは何ができるのか〜」

パネリスト

医療法人博愛会頴田病院 家庭医療専門医 臨床教育部長 吉田 伸 氏

医療法人博愛会頴田病院 初代家庭医療センター主任看護師 山中ゆかり 氏

大分医療センター 医療ソーシャルワーカー 岡江 晃児 氏

大分県津久見市そうごう薬局津久見港町店 薬剤師 長野 曲来 氏

司会 大分大学医学部医学科６年 衛藤 祐樹 氏

⑹ 参加者 宮野 澄男 准教授、吉田 麻衣 助教

長崎純心大学現代福祉学科４年：市川加奈子、桑原 薫

現代福祉学科３年：石尾 千穂、尾﨑 美杜、尾畑 郁美、

川口 裕貴、宗 英美里、長友 紗衣、

松尾 美佳、山口 晃平

現代福祉学科２年：徳永 美樹、梁瀬 紗世

⑺ 学生感想

今回九山セミナーに参加し、家庭医についてや、多職種連携について貴重なお話を聞

くことができました。多職種連携については相手の専門性を知ること以外に自分の専門

性を言語化して伝えることが重要であるとわかりました。また、誰のための多職種連携

なのかという部分で多職種のためなのか、患者のためなのかという二つの捉え方がある

Ⅵ リサーチマインドに繋がる主体的な学びの展開
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写真Ⅵ-６ 第３回九州・山口家庭医療・総合診療セミナーでのさまざまな学び



と知り、自分の見解を広げることができたように感じます。そして、全プログラムを終

えて今回の九山セミナーでできた繋がりを大切にしていきたいと思いました。（現代福

祉学科３年生）

今回初めて参加してさまざまな分野の人と関わり意見を交換したり、お互いの知識を

共有したりすることができた。家庭医療／総合診療ということで医療の話があったが自

分には医療に対する知識がないため、イメージがつかず難しかった。

同様に医療を専門とする人と意見を交わす中で福祉の分野はわからないという方もい

らっしゃった。今回のセミナーに参加して自分の専門職について知ってもらう、他の職

種について知るという相互の関係作りが、多職種連携には大切になってくる感じた。

セッションを通して自分の専門職について福祉を知らない人に伝えることの難しさや、

自分の意見を言語化して伝えることの難しさを感じ、これが今後の私の課題でもある。

これからもこのようなセミナーに積極的に参加し自分の専門職に対する知識を深めると

共に他の専門職に対する理解を深め、視野を広げていきたい。（現代福祉学科２年生）

なお、参加した学生の感想は、長崎純心大学医療・福祉連携センターホームページに掲載し

ている。（http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/news/）

⑻ 学生報告

学びの還元ということから参加した学生の中で、現代福祉学科３年生の宗 英美里さんと松

尾 美佳さん、同２年生の徳永 美樹さんと梁瀬 紗世さんが、平成28年７月11日㈪に開催され

た第６回事業企画委員会において報告資料に基づき発表を行った。
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写真Ⅵ-７ 事業企画委員会での学びの還元



Ⅵ リサーチマインドに繋がる主体的な学びの展開
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９ 平成28年度 第４回 長崎地域医療セミナー in GOTO

⑴ 第４回長崎地域医療セミナー in GOTO kickoff ミーティング

① 日 時 平成28年３月９日㈬ 10：00〜12：00

② 場 所 長崎大学医学部第２セミナー室

③ 参加者

学生実行委員会

実行委員長 長崎大学医学部２年 小川伸一郎

実行委員 長崎大学医学部２年 柿田 聖太、安楽万由子

長崎大学医学部１年 塚崎 晃、五島漱志郎、古川 慧月

長崎純心大学現代福祉学科３年 横山 千夏、梅本 由衣

長崎純心大学現代福祉学科２年 坂田知嘉子

教職員 長崎大学医学部

前田 隆浩 教授、永田 康浩 センター長（教授）、小屋松 淳 助教

平尾加奈子 事務

長崎純心大学

潮谷 有二 センター長（教授）、宮野 澄男 准教授

奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教、森 万記 事務

④ 概 要

学生実行委員が中心となり、以下の点について協議、決定

・全体テーマ及び本セミナーの位置付け

・ワークショップ（プログラム、教材）

・フィールドワークの場所（医療系、福祉系）

・招聘したい講師陣（医療関係、福祉関係）

⑵ 第４回長崎地域医療セミナー in GOTO 事前学習会

① 日 時 平成28年６月２日㈭ 19：00〜20：00

② 場 所 長崎大学坂本キャンパス 基礎棟一階第一講義室

③ 参加者

長崎大学医学部１、２、３年生（長崎地域医療セミナー in GOTO 参加予定者）

長崎純心大学現代福祉学科４年生 梅本 由依、北村 春菜、澤田 寿美

水田 小夏、横山 千夏

３年生 尾﨑 美杜、坂田智嘉子

２年生 徳永 美樹、梁瀬 紗世
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写真Ⅵ-８ 実行委員と kickoff ミーティングの様子



④ 概 要

長崎みなとメディカルセンター市民病院医療ソーシャルワーカー宮川 江利先生による講演

・医療ソーシャルワーカーの業務内容等

・多職種連携と連携の実際（MSWの役割など）

⑶ 第４回 長崎地域医療セミナー in GOTO

① 目 的

本セミナーは、地域での活躍を志す学生さんに医療や福祉に通じた地域との早期の関わり

合いを提供し、離島やへき地で貢献できる人材の育成を目指しています。

② 参加者 長崎大学医学部医学科１〜３年生 28名

長崎純心大学現代福祉学科２〜４年生 12名

鹿児島大学医学部医学科５年 ２名

③ 期 日 平成28年８月19日㈮〜21日㈰

④ 場 所 長崎県五島市富江町「五島市富江町公民館」

⑤ 主 催 長崎大学、長崎地域医療セミナー実行委員会

⑥ 共 催 五島市、五島医師会、長崎県五島中央病院

長崎純心大学医療・福祉連携センター

⑦ 概 要

【第１日目】

・開会挨拶及びセミナー趣旨説明

長崎大学 地域医療学分野 教授 前田 隆浩 氏

・学生挨拶

長崎大学医学部医学科 ３年 小川伸一郎 氏

・講義①「各医療機関および施設について」

・実習①「島内医療機関実習」

・ウェルカムレセプション（他大学生との交流）

【第２日目】

・ワークショップ①

テーマ「多職種連携の必要性を知ろう」

運営 学生実行委員会

・講義②「家庭医の専門的技能とは」

徳州会グループ 家庭医療部 佐野 潔 氏

・ワークショップ②

・講義③「五島市の母子保健の現状について」

Ⅵ リサーチマインドに繋がる主体的な学びの展開
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五島市健康政策課 保健師 二里 温子 氏

・ワークショップ③

・講義④・実習②「救急現場での医療 BLS と AED G2015より」

長崎大学病院 救急救命センター 准教授 山下 和範 氏

・ワークショップ④

・講義⑤「五島市における地域包括支援センターの役割」

五島市長寿介護課 社会福祉士 山田 真由 氏

・ワークショップ⑤

・講義⑥「あなたは何処で誰にみとられますか？〜島での看取りを考える〜」

五島市 井上内科小児医科医院 医師 井上 効子 氏

・ワークショップ⑥

【第３日目】

・ワークショップ⑦

・ワークショップ発表（前半・後半）

⑧ 参加学生の感想

今回地域医療セミナーに初めて参加して、医療と福祉の連携について考え、また五島

の医療について福祉について学ぶことができました。

二次離島の医療について、実際に診療所で働かれている方々のお話を聞くことができ、

とても貴重な経験をさせていただきました。私は島の医療・福祉に対して、マイナスな

イメージを持っていましたが実際にお話を聞いてみて、地域の方々との信頼関係を築き、

島の医療に携わっていることに誇りを持っていらっしゃることを感じ、今までに持って

いたイメージが大きく変わりました。実際に携わっている方々からお話を聞くことの重

要さも改めて感じました。

また、ワークショップでは医療の視点と福祉の視点で支援方法を考えていきましたが、

改めて支援をする上で多職種連携をすることの重要性や難しさを感じることができまし

た。実際ワークショップで医療や福祉の視点から見て意見交換をすることにより、多面

的にクライエント（患者）を理解することができ、より良い支援を行えると感じました。

（現代福祉学科３年）

なお、参加した学生の感想は、長崎純心大学医療・福祉連携センターホームページに掲載

している。（http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/news/）

⑨ 参加学生報告

参加した学生の中で、現代福祉学科３年生の坂田知嘉子さん、塩脇 怜奈さん、宗 英美里

さん、同２年生の徳永 美樹さん、中尾 優花さん、梁瀬 紗世さんの６人は、平成28年９月

26日㈪に開催された第８回事業企画委員会において報告資料に基づき発表を行った。
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⑷ 第４回 長崎地域医療セミナー in GOTO 振り返り実行委員会

① 日 時 平成28年10月20日㈭ 18：30〜

② 場 所 長崎大学医学部基礎研究棟小会議室

③ 参加者

学生実行委員会

実行委員長 長崎大学医学部３年 小川伸一郎

実行委員 長崎大学医学部３年 柿田 聖太、安楽万由子

長崎純心大学現代福祉学科４年 横山 千夏、梅本 由衣

長崎純心大学現代福祉学科３年 尾﨑 美杜、坂田知嘉子

教職員 長崎大学医学部

前田 隆浩 教授、永田 康浩 センター長（教授）、小屋松 淳 助教

他４人

長崎純心大学

潮谷 有二 センター長（教授）、宮野 澄男 准教授

奥村 あすか 助教、吉田 麻衣 助教、森 万記 事務

④ 概 要

五島セミナーについて総括反省と具体的な解決策等について協議

・事前学習の在り方

・施設見学

・ワークショップの運営

・学会等での学びの発信

・来年度の「第５回 長崎地域医療セミナー in GOTO」について
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10 Summer Camp 2016 in Hirado 平戸と大学で育てる地域医療

「地域医療とケア」を考え・体験する［第11回 夏の合宿企画］

⑴ 期 日 平成28年８月26日㈮〜28日㈰

⑵ 場 所 平戸市民病院等

⑶ 主 催 長崎大学病院 へき地病院再生支援・教育機構、平戸市民病院、

平戸市立生月病院、平戸市保健センター、

ながさき県北地域医療教育コンソーシアム

⑷ 後 援 長崎県、平戸市

⑸ 参加者

教員 吉田 麻衣 助教

学生 現代福祉学科２年 梁瀬 紗世、重松 和樹

⑹ 概 要

【第１日目】

・オリエンテーション

・地域医療実習

Ｙ氏宅へ訪問（夫：要介護２、妻：要介護４）

認知症対応型通所介護デイサービスセンター「とかじん」見学

通所リハビリテーションデイケア「毎快（まいかい）」見学

サービス付き高齢者向け住宅「平戸みどりが丘ケアホーム」見学

・地域医療講演会

「災害における総合医の役割〜二つの震災の経験をもとに」

熊本大学医学部附属病院 高柳 宏史 氏

【第２日目】

・へき地研修卒業生によるシンポジウム

テーマ 地域医療の未来〜私のキャリア〜

「小病院総合診療医〜病院家庭医を目指して〜」

社会福祉法人健友会 上戸町病院 医師 今村 裕子 氏

「私が目指したい総合外科医」

長崎県上五島病院 後期研修医 竹下 隼人 氏

「地域医療と長崎と私」

飯塚病院 後期研修医 石川 大平 氏

・ワールドカフェ

テーマ 地域医療の未来〜2025年問題は怖くない⁉〜

・シンポジウムⅡ

テーマ 海外の地域医療教育・研修

「オーストラリアのへき地医療専門研修について」

ゲネプロ代表 齋藤 学 氏

「地域で君たちは何を学ぶのか⁉」

金沢医科大学医学部 医学教育講座 講師 高村 昭輝 氏

Ⅵ リサーチマインドに繋がる主体的な学びの展開
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「カナダの地域医療教育〜学ぶことは地域にある！〜」

長崎大学病院 へき地病院再生支援・教育機構 准教授 中桶 了太 氏

・ワークショップ

テーマ 10年後の地域医療はどんな施設が理想

・地域医療講演会

「地域医療の過去・現在から考える 2025年を安心して迎えるために〜佐久総合病院

の活動より」

佐久総合病院 診療部長 地域ケア科医長 内科医長 国際保健医療科医長

北澤 彰浩 氏

【第３日目】

・漁師体験（台風の影響のため中止）

・まとめ 二日目のワークショップの発表

⑺ 参加学生報告

参加した学生の中で、現代福祉学科２年生の梁瀬 紗世さんと重松 和樹くんは、平成28年９

月26日㈪に開催された第８回事業企画委員会において報告資料に基づき発表を行った。
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Ⅵ リサーチマインドに繋がる主体的な学びの展開
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11 医療と福祉の融合が導く次世代の医療人育成シンポジウム

⑴ 日 時 平成28年９月17日㈯ 13：00〜17：00

⑵ 場 所 長崎大学医学部良順会館（長崎市坂本１丁目）

⑶ 主 催 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科地域包括ケア教育センター

長崎純心大学医療・福祉連携センター

⑷ テーマ 医療と福祉の融合が導く次世代の医療人育成

⑸ プログラム

① 開会挨拶 長崎大学副学長 松坂 誠應 氏

長崎純心大学長 片岡瑠美子 氏

② 事業進捗状況 長崎大学地域包括ケア教育センター センター長 永田 康浩 氏

長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二 氏

③ 活動報告

座長／長崎大学医学部先端医育センター 教授 安武 亨 氏

・「地域包括ケア臨床実習―体制づくりとその実際―」

長崎大学地域包括ケア教育センター 連携調整事務員 門村由紀子 氏

・「長崎大学・長崎純心大学共修授業について」

長崎純心大学医療・福祉連携センター 助教 奥村あすか 氏

・「５年次臨床実習における地域医療在宅実習を経験して」

長崎大学医学部医学科５年 永田 宗大 氏

・「長崎多職種連携・たまごの会〜これまでの活動と今後の展望〜」

長崎純心大学現代福祉学科３年 山口 晃平 氏

長崎大学医学部医学科２年 西迫 広貴 氏

④ 特別講演Ⅰ

座長／長崎純心大学医療・福祉連携センター長 潮谷 有二 氏

「地域包括ケアシステム再考―ヨーロッパにおける包摂政策への転換を視野に入れて―」

演者／上智大学総合人間科学部 社会福祉学科 教授 栃本一三郎 氏

⑤ 特別講演Ⅱ

座長／長崎大学社会医療科学講座地域医療学分野 教授 前田 隆浩 氏

「我が国の目指す医療のあり方と医学教育、そして医療人育成」

演者／文部科学省高等教育局医学教育課企画官（地域人材医療育成専門官）

佐々木昌弘 氏

⑥ 閉会挨拶 長崎大学医学部長 下川 功 氏

Ⅵ リサーチマインドに繋がる主体的な学びの展開
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12 第５回全国シンポジウム「日本の国情・２次医療圏の実情を熟考して理想的医師・医

療者育成教育の展開を考える 2016」

⑴ 日 時 平成28年11月５日㈯ 13：00〜18：00

⑵ 場 所 秋田大学医学部附属病院 第２病棟 ２階多目的室（秋田県秋田市）

⑶ 主 催 秋田大学大学院医学系研究科

⑷ テーマ ALL for Patient Safety／すべては患者安全のために

医療教育／研修のパフォーマンスレベルを保証すべき各医療機関の戦略とは？

― eラーニングの活用と指導者体制の評価によるアクティブラーニングの充実を世

界から学ぶ―

⑸ 概 要

① 基調講演Ⅰ「進化する医学教育〜６年ぶりのモデル・コア・カリキュラム改訂を展望し

て」

文部科学省 高等教育局医学教育課 企画官 佐々木昌弘 氏

② 基調講演Ⅱ「医療安全対策について」

厚生労働省 医政局総務課 医療安全推進室長 名越 究 氏

③ シンポジウム

「eラーニング・シミュレーション教育研修ハイブリッド戦略で各分野の医学・医療教育

研修質保障する〜¶綜合臨床教育研修センター¸の取り組みと展望」

秋田大学大学院医学系研究科 医学教育学講座 教授 長谷川仁志氏

「『患者とともに歩む医療人を育てる』ためのICT活用教育―LMS、ｅポートフォリオ、

ｅコンテンツの三つの柱―」

東京医科大学 医学教育学分野 准教授 R. ブルーヘルマンス氏

「患者安全のための医療技術自己トレーニング用ｅラーニングシステム―アクティブ

ラーニングとの効果的な組み合わせ―」

大阪府立大学 人間社会システム科学研究科 現代システム科学専攻

教授 真嶋由貴恵 氏

「米国病院総合診療医（ホスピタリスト）10年間の経験からみたこれからの日本の医療

教育・研修」

新潟大学 地域医療教育センター 教授 石山 貴章 氏

④ 特別講演「How to Evaluate Educators to Improve Medical Education Quality-Current

Strategy in the US」

米国コロンビア大学 メディカルセンター 教授 本間 俊一 氏

⑹ 参加者 宮野 澄男 准教授、現代福祉学科３年 山口 晃平

⑺ 参加学生報告

参加した現代福祉学科３年生の山口 晃平くんは、平成28年11月14日㈪に開催された第11回

事業企画委員会において報告資料に基づき発表を行った。
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13 知的障害・発達障害のある人のための累犯障害者支援研修会

⑴ 日 時 平成28年12月10日㈯ 10：00〜15：30

⑵ 場 所 長崎県総合福祉センター ５階大会議室（長崎市茂里町）

⑶ 主 権 一般社団法人 長崎県手をつなぐ育成会

⑷ テーマ 障害のある人と社会をつなぐ新たな人材養成に向けて

⑸ 概 要

① テーマⅠ「非行少年の就労支援を続けて〜クラブワークとは〜」

講師 有限会社野口石油 代表取締役社長 野口 義弘 氏

② テーマⅡ「事例研究」課題提起、グループ討議、発表、まとめ

講師 長崎県地域生活定着支援センター 所長 伊豆丸剛史 氏

⑹ 参加者 奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

長崎純心大学現代福祉学科４年 福田 史織、３年 尾﨑 美杜

長崎大学医学部２年 内田 直子

― 86―

写真Ⅵ-13 地域医療教育研究会の様子



⑺ 学生感想

私は以前から、罪に問われた障がい者の支援に関心があり、今回の研修会に参加させ

ていただいた。長崎県地域生活定着支援センターの伊豆丸所長の講演の際には、更生保

護や地域生活定着支援センター等の基本的な内容の説明や、グループごとのワーク

ショップが、「障がいあるいは高齢」と「矯正施設出所者」という２つの生きづらさを

抱えた対象者の方に対し、何を大切にして面接を行うのか、どのような支援の方向性を

提案するのかといったことについて考えることができた。

ワークショップの事例の１つは，「金銭管理サービスを利用しても、渡した分だけパ

チンコやスナックに使ってしまう方がいる。先週は残高0円，今週は300円だった。ケー

ス会議ではどういった視点を提案するか」という内容だった。一般的に、パチンコやス

ナックへの浪費は望ましくないとされており、このケースも問題があると捉えてしまい

そうになる。しかし、そもそもこのケースは問題なのかというファシリテーターの助言

や、「『支援者にとっての問題』と『本人にとっての問題』は異なる」という伊豆丸所長

のお話があった。表面上の事実だけですぐにそれを問題と捉えたり、支援者一人の価値

観だけで判断したりするのではなく、その背景に何があるのかということや、本人の思

いは何かということを考えることが大切であり、そのためにも様々な機関や職種が連携

し合うことが求められると理解できた。そして、「いかに心地良い『感情記憶』を残せ

るか」、「『見え方』『考え方』の違いに、思いを馳せる」といったことを大切にして支援

に携わっているというお話を聴いて、「周りから大切にされてきた」経験や「自分のこ

とを大切に思う」経験をすることが困難な状況に置かれてきた人びとにとって、支援を

行う上で知識や技術は必要ではあるが、それだけでなく、人としてどのように関わって

いくか、向き合っていくかということも大切であることを学ぶことができた。（現代福

祉学科４年）

Ⅵ リサーチマインドに繋がる主体的な学びの展開
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14 第１回文部科学省未来医療研究人材養成拠点形成事業ミニフォーラム

⑴ 日 時 平成29年１月28日㈯ 15：00〜17：30

⑵ 場 所 長崎大学医学部グローバルヘルス総合研究棟（長崎市坂本１丁目）

⑶ 主 催 長崎大学医学部 地域包括ケア教育センター

⑷ テーマ 大学における総合診療医の養成〜成果の共有と課題の克服〜

⑸ 参加大学

三重大学、大阪大学、島根大学、長崎大学、新潟大学、岡山大学

（オブザーバー参加 九州大学）

⑹ プログラム

① 開会あいさつ 長崎大学医学部長 下川 功 氏

② 学生による活動報告（長崎大学・長崎純心大学）

長崎大学医学部医学科３年 小川伸一郎、柿田 聖太、安楽万由子

２年 塚崎 晃、五島漱志郎、古川 慧月、内田 直子

長崎純心大学現代福祉学科３年 坂田知嘉子、尾﨑美杜

③ 各大学における総合診療医養成の取り組み

座長 岡山 雅信 氏（神戸大学）、永田 康浩 氏（長崎大学）

新潟大学 オール新潟による『次世代医療人』の養成

三重大学 三重地域総合診療網の全国・世界発信

大阪大学 地域に生き世界に伸びる総合診療医養成事業

〜超高齢社会を切り拓くリーダー型高度医療人養成〜

島根大学 地方と都会の大学連携ライフイノベーション

岡山大学 地域を支え地域を科学する総合診療医の育成

長崎大学 つなぐ医療を育む先導的教育研究拠点の構築

〜人と人、場と場、ケアとリサーチをつなぐ総合診療医の養成〜

④ 全体討論 司会 永田 康浩 氏（長崎大学）

成果の共有、弱点に対する相補的な活動、共同研究について

⑤ 特別発言 国民健康保険平戸市民病院 院長 押淵 徹 氏

⑥ 閉会あいさつ 長崎大学医学部先端医育センター センター長 安武 亨 氏

⑺ 参加学生報告

参加した長崎大学医学部医学科３年生の小川伸一郎くんと柿田 聖太くん、２年生の内田 直

子さん、長崎純心大学現代福祉学科３年生の尾﨑 美杜さんと坂田知嘉子さんは、平成29年１

月30日㈪に開催された第15回事業企画委員会において発表資料に基づき報告を行った。
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15 たまごの会（長崎大学・長崎純心大学）＆大阪どまんなか（大阪大学）＆地域ゼミ

（岡山大学）意見交換会

⑴ 日 時 平成29年1月29日㈰ ９：00〜12：00

⑵ 場 所 長崎大学医学部グローバルヘルス総合研究棟（長崎市坂本１丁目）

⑶ 主 催 長崎大学医学部 地域包括ケア教育センター

⑷ テーマ 多職種連携、医療者・学生連携の重要性を考える

⑸ 参加者 大坂どまんなか（大阪大学）、たまごの会（長崎大学・長崎純心大学）

地域ゼミ（岡山大学） 計20人

⑹ 概 要

全体進行 山本 晴香（副代表：滋賀医科大学５年生）

① 開会式・本会の意義 小黒 亮輔 氏（大阪大学）

永田 康浩 氏（長崎大学）

② 取り組みプレゼン

・大阪大学「大阪どまんなか」

清田 敦子（代表：大阪大学医学部５年生）

・長崎大学・長崎純心大学「たまごの会」

内田 直子（部長：長崎大学医学部２年生）

西迫 広貴（副部長：長崎大学医学部２年生）

山口 晃平（部長：長崎純心大学現代福祉学科３年生）

尾﨑 美杜（副部長：長崎純心大学現代福祉学科３年生）

・岡山大学「地域ゼミ」

泉原 康平（岡山大学医学部４年生）

③ グループワーク 「多職種連携、医療者・学生連携の重要性」

市立敦賀病院 初期研修医

ふくい若手医師リクルーター

大阪どまんなか アドバイザー 笹本 浩平 氏

④ 閉会式・写真撮影
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⑺ 参加学生感想

私は「大阪どまんなか」や岡山大学の「地域ゼミ」の方々との交流を通して、自分た

ちの可能性と今後の課題が見えたように振り返る。大阪どまんなかの人たちは相手に何

を思われるかはあまり気にしておらず、自分の考えをはっきり伝えられていたと思う。

また、プレゼンでも楽しさ重視でパワポの構成や見せ方など、シンプルかつ面白さを加

えながら発表していた。一方、岡山大学の方たちはまじめな取り組みで丁寧に活動を進

めている印象を受けた。プレゼンも落ち着いた感じで素直に自分たちの活動報告を行っ

ていたように感じた。私たちたまごの会のプレゼンは他の方たちが見ると堅い印象が

あったのではないかと思うが、これまでの活動や今後の方向性などはしっかりと伝える

ことができたと考える。

しかし、私たちたまごの会に足りないことは時と場に応じたプレゼン方法をできるよ

うになるということである。そのためにもオーディエンスはどのような人たちなのか、

会の目的は何なのか、また発表者自身がしっかりと準備ができているかなどともっと柔

軟にかつもっと詰めていくことも必要になっているのではないかと感じた。

この約半年間は目の前のことをこなすことで精一杯であったが、これからの半年間は

私たちならではの新しい取り組みを行なっていくとともに、後輩たちとのつながりを大

切に、そして楽しく学べる場をつくっていけるよう進んでいきたい。また、縦のつなが

りだけではなく、今回のように都道府県を超えて多くの仲間と出会い、交流の幅を広げ

ていきたい。

これまで私たちが先輩たちの姿を見て学んでいったように、私たちの姿をみて一緒に

やりたいと思ってくれる人がメンバーに限らず１人でも増えるような活動を行なってい

きたいと思っている。（現代福祉学科３年生）

⑻ 参加学生報告

参加した長崎大学医学部医学科２年生の内田 直子さんと長崎純心大学現代福祉学科３年生

の尾﨑 美杜さんと山口 晃平くんは、平成29年１月30日㈪に開催された第15回事業企画委員会

において発表資料に基づき報告を行った。

Ⅵ リサーチマインドに繋がる主体的な学びの展開
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Ⅶ　各種委員会





１ 運営委員会

⑴ 根 拠

長崎純心大学では、長崎純心大学医療・福祉連携センター規則第４条に基づき、センターの

管理運営について審議するため運営委員会を設置し、次の掲げる委員をもって組織している。

・センター長

・現代福祉学科教員（若干名）

・センター教職員

・総務部広報担当

・総務部メディアオフィス室長

・学事部入試広報課長

・学事部教務課長

・実習指導センター主事

・地域連携センター所長

⑵ 平成27年度開催状況

① 第５回運営委員会

・日 時 平成28年３月17日㈭ 16：15〜

・場 所 長崎純心大学Ｊ棟 会議室２

・主な議題

〇 センター事業報告（奥村）

長崎大学公開講座「多職種協働で守る口と体の健康」

長崎大学医学部地域枠・地域特別枠活動報告会

平成27年度第２回長崎地域包括ケア教育推進委員会

長崎多職種連携・たまごの会「出生前診断を知ってる会？

〜さまざまな生命のあり方について考えよう〜」

平成27年度長崎市地域包括ケア推進協議会第１回医療・介護連携部会

第６回現任者等スキルアップ研修

日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部会第３回総会・学術集会

第４回九州大学異分野融合テキストマイニング研究会シンポジウム

｢テキストマイニングとデジタルヒューマニティーズ」

在宅医療・福祉コンソーシアム長崎講演会

｢知って、考え、行動する！それぞれの在宅ケア」

第28回九州・沖縄社会精神医学セミナー

大阪府立大学「学生がつくる教育福祉シンポジウム」

大阪府立大学生との交流ディスカッション

平成27年度長崎地域包括ケア教育外部評価委員会

第８回全国シンポジウム「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？」

第１回合同公開フォーラム〜魅力ある拠点作りにむけての方略の共有〜

第５回長崎地域医療セミナーキックオフ実行委員会

Ⅶ 各種委員会
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平成27年度上五島地区離島医療教育研究会

効果的な SSW プログラムモデル活用の成果報告会

平成27年度下五島地区離島医療教育研究会

平成27年度第２回長崎地域包括ケア教育管理・運営委員会

〇 長崎県内地域包括支援センター訪問（宮野）

訪 問 日 訪問先・対応者 概 要

平成28年

１月５日㈫

長与町地域包括支援センター

対応：小林 純子 係長 他１名

・介護予防支援事業の概要

平成28年

２月２日㈫

佐々町地域包括支援センター

対応：江田 佳子 課長補佐

・「生きがい教室」参観

・新しい総合事業の概要

平成28年

２月２日㈫

松浦市地域包括支援センター

対応：荒木 典子 参事 他１名

・介護予防事業の概要

・地域ケア会議の設置

平成28年

２月９日㈫

東彼杵町地域包括支援センター

対応：中村 由紀 係長

・介護予防支援事業の概要

平成28年

２月９日㈫

大村市地域包括支援センター

対応：熊 俊則 課長 他３名

・地域包括ケアシステム構築

・新しい総合事業の実施

・認知症施策の推進

平成28年

２月17日㈬

雲仙市地域包括支援センター

対応：吉武 直樹 所長

・介護予防事業の概要

・地域ケア会議の設置

平成28年

２月17日㈬

島原市地域包括支援センター

対応：辻 敏子 所長

・地域ケア会議参加

（オブザーバー）

平成28年

２月18日㈭

南島原市地域包括支援センター

対応：志方 芳仁 所長

・介護予防事業の概要

・地域ケア会議の設置

平成28年

３月15日㈫

五島市地域包括支援センター

対応：川端 久章 課長 他２名

・介護保険事業

・新しい総合事業の実施

※ 五島市地域包括支援センターには、宮野准教授の他に吉田助教、現代福祉学科３年

生７人、現代福祉学科２年生９人も参加。

〇 事業企画委員会報告（吉田）

第14回事業企画委員会 平成27年12月14日㈪ 19：00〜

第15回事業企画委員会 平成28年２月８日㈪ 19：00〜

第16回事業企画委員会 平成28年２月22日㈪ 19：00〜

〇 平成28年度研究拠点形成費等補助金予算報告（森事務）
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⑶ 平成28年度開催状況

① 第１回運営委員会

・日 時 平成28年５月25日㈬ 17：55〜

・場 所 長崎純心大学Ｊ棟 会議室２

・主な議題

〇 センター事業報告（宮野）

平成27年度長崎市地域包括ケア推進協議会第１回予防・生活支援部会

医療と福祉の専門職を目指す学生たちのフォーラム

平成27年度第２回長崎県地域包括ケアシステム構築支援委員会

平成27年度長崎市地域包括ケア推進協議会第２回全体会

第６回九州地域医療教育研究会

平成28年度 NICE キャンパス長崎

長崎市スクールソーシャルワーカー研修会

第１回共修授業ワーキンググループ

平成28年度第１回長崎地域包括ケア教育推進委員会

長崎県スクールソーシャルワーカー研修会

〇 地域包括支援センターにおける業務実態等に関する全国調査（奥村）

〇 事業企画委員会（奥村）

第１回事業企画委員会 平成28年４月11日㈪ 19：00〜

第２回事業企画委員会 平成28年５月９日㈪ 19：00〜

第３回事業企画委員会 平成28年５月23日㈪ 19：00〜

〇 長崎多職種連携・たまごの会活動報告（奥村）

〇 平成28年度「地域包括ケア論」概要説明（宮野）

〇 長崎純心大学医療・福祉連携センター収支報告（森事務）

② 第２回運営委員会

・日 時 平成28年７月13日㈬ 17：55〜

・場 所 長崎純心大学Ｊ棟 大会議室

・主な議題

〇 未来医療研究人材養成拠点形成事業の取組概要及び中間評価結果報告

（潮谷センター長）

〇 センター事業報告（宮野）

平成28年度介護施設従事者等研修会

第４回長崎地域医療セミナー事前勉強会

第16回長崎純心大学心理教育相談センター講演会

地域包括ケア人材養成コース推進フォーラム

長崎県社会福祉士会研修会

平成28年度長崎県在宅医療・介護連携推進事業担当者等研修会

シンポジウム「長崎の創生と大学の果たす役割〜長崎をすべての人に住みよいまちと

するために〜」

Ⅶ 各種委員会
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第３回九州山口家庭医療・総合診療セミナー

〇 事業企画委員会（吉田）

第４回事業企画委員会 平成28年６月13日㈪ 19：00〜

第５回事業企画委員会 平成28年６月27日㈪ 19：00〜

第６回事業企画委員会 平成28年７月11日㈪ 19：00〜

〇 NICE キャンパス長崎報告（奥村）

〇 共修授業事例検討報告（奥村）

〇 長崎純心大学医療・福祉連携センター収支報告（森事務）

③ 第３回運営委員会

・日 時 平成28年10月５日㈬ 17：55〜

・場 所 長崎純心大学Ｊ棟 会議室２

・主な議題

〇 センター事業報告（宮野）

社会福祉士・精神保健福祉士実習演習担当教員講習会

第４回・第６回まちんなかサロン

第１回・第２回災害ボランティア養成講座

平成28年度第１回長崎地域包括ケア教育管理・運営委員会

第４回長崎地域医療セミナー in GOTO

枕崎市立病院・医療・福祉連携センター訪問

Summer Camp 2016 in Hirado 平戸と大学で育てる地域医療

〜「地域医療とケア」を考え・体験する［第11回 夏の合宿企画］〜

第２回ケアラーサポーター育成研修会

〇 第４回合同シンポジウム報告（宮野）

〇 共修授業ワーキンググループ報告（奥村）

〇 NICE キャンパス長崎 Season3 総括報告（吉田）

〇 学会発表（奥村・吉田）

日本社会福祉学会第64回秋季大会

〇 平成28年度「地域包括ケア論」開講報告（宮野）

〇 長崎純心大学医療・福祉連携センター収支報告（森事務）

④ 第４回運営委員会

・日 時 平成28年12月28日㈬ 13：00〜

・場 所 長崎純心大学Ｊ棟 会議室２

・主な議題

〇 センター事業報告（宮野）

第１回医療ソーシャルワーカー連携事例検討会

スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程専門科目群担当教員講習会

長崎市スクールソーシャルワーカー研修会

第４回長崎地域医療セミナー振り返り実行委員会
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平成28年度第２回長崎県民フォーラム

第１回在宅医療推進多職種連携研修会

第１回医療施設従事者等研修会

第５回全国シンポジウム

認知症の人と家族への援助をすすめる第32回全国研究集会 in 長崎

リサーチマインドを持った総合診療医の養成第４回公開フォーラム報告

長崎フロリデーション協会15周年記念講演会

平成28年度第１回在宅医療推進連携講座

まちなかラウンジ在宅医療講座

累犯障害者支援研修会（吉田）

平成28年度「地域包括ケア論」報告（吉田）

長崎大学３学部４学科「医・歯・薬共修授業」報告（吉田）

長崎大学医学部・長崎純心大学現代福祉学科「共修授業」報告（奥村）

〇 事業企画委員会（宮野）

第９回事業企画委員会 平成28年10月17日㈪ 19：00〜

第10回事業企画委員会 平成28年10月31日㈪ 19：00〜

第11回事業企画委員会 平成28年11月14日㈪ 19：00〜

第12回事業企画委員会 平成28年11月28日㈪ 19：00〜

第13回事業企画委員会 平成28年12月12日㈪ 19：00〜

〇 長崎純心大学医療・福祉連携センター収支報告（森事務）

Ⅶ 各種委員会
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２ 地域包括ケア調査研究事業企画委員会

⑴ 根 拠

長崎純心大学医療・福祉連携センター規則第５条の規定に基づき、センターが行う「未来医

療研究人材養成拠点形成事業」調査研究の充実を図るため、「地域包括ケア調査事業企画委員

会」（以下、「事業企画委員会」という。）を設置する。

⑵ 事 業

事業企画委員会は、その目的を達成するため次の事業を行う。

① 我が国の保健医療分野と福祉分野との連携状況と課題把握

② 医療・福祉連携センターが行う調査研究案の企画

③ 保健医療分野と福祉分野との連携システム構築に関する調査研究計画の企画

④ その他の地域包ケア体制の推進に関する理論的かつ実証的な調査研究の企画

⑶ 組 織

氏 名 所 属 等

委員長 潮 谷 有 二 長崎純心大学医療・福祉連携センター長（学部長補佐・教授）

委 員 原 田 奈津子 長崎国際大学 准教授

委 員 永 富 幸 美
社団法人長崎医師会

長崎市桜馬場地域包括支援センター管理者 社会福祉士

委 員 嶺 尚 江
医療法人昭和会

長崎市土井首地域包括支援センター管理者 社会福祉士

委 員 宮 川 江 利

地方独立行政法人長崎市立病院機構

長崎みなとメディカルセンター市民病院

社会福祉士

委 員 井 上 加菜子
社会医療法人春回会

長崎北病院 社会福祉士

委 員 宮 野 澄 男 長崎純心大学医療・福祉連携センター教職員 専任准教授

委 員 奥 村 あ す か 長崎純心大学医療・福祉連携センター教職員 専任助教

委 員 吉 田 麻 衣 長崎純心大学医療・福祉連携センター教職員 専任助教

委 員 森 万 記 長崎純心大学医療・福祉連携センター教職員 専任事務

（平成28年４月１日現在）

⑷ 平成27年度開催状況

① 第17回事業企画委員会

・日 時 平成28年３月28日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

2016五島セミナー kickoff ミーティング（奥村）

平成27年度上五島地区離島医療教育研究会（奥村）

効果的な SSW プログラムモデル活用の成果報告会（吉田）
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長崎医新伝習所（吉田）

五島市地域包括支援センター訪問（宮野）

平成27年度下五島地区離島医療教育研究会（宮野）

平成27年度長崎市地域包括ケア推進協議会第１回予防・生活支援部会

（潮谷センター長）

医療と福祉の専門職を目指す学生たちのフォーラム（潮谷センター長）

平成27年度長崎県地域包括ケアシステム構築支援委員会（宮野）

⑸ 平成28年度開催状況

① 第１回事業企画委員会

・日 時 平成28年４月11日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

『事業報告書』発行・発送（宮野）

地域包括支援センターにおける業務実態等に関する全国調査（奥村）

〇 学生発表

第６回九州地域医療教育研究会（市川・桑原・横山）

〇 平成28年度事業に向けて（潮谷センター長）

NICEキャンパス長崎

地域包括ケア論概要

・参加者 28人

② 第２回事業企画委員会

・日 時 平成28年５月９日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

長崎市スクールソーシャルワーカー研修会（宮野）

NICE キャンパス長崎（吉田）

地域包括支援センターにおける業務実態等に関する全国調査（奥村）

・参加者 28人

③ 第３回事業企画委員会

・日 時 平成28年５月23日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

長崎市スクールソーシャルワーカー研修会（宮野）

平成28年度第１回長崎地域包括ケア教育推進委員会（宮野）

Ⅶ 各種委員会
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長崎県スクールソーシャルワーカー研修会（宮野）

〇 第１回共修授業ワーキンググループ報告（宮野）

〇 学生発表

地域医療講演会「『見る』『話す』『触れる』『立つ』認知症にiユマニチュードⓇk」

報告（市川・桑原）

長崎多職種連携・たまごの会勉強会①「第２回出生前診断を知ってる会？

〜わたしたちができることについて考えよう〜」（横山）

長崎多職種連携・たまごの会勉強会②「地域での生活を取り戻す〜罪に問われた障が

い者、高齢者〜」（福田）

・参加者 34人

④ 第４回事業企画委員会

・日 時 平成28年６月13日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

平成28年度介護施設従事者等研修会（奥村）

第16回長崎純心大学心理教育相談センター講演会（吉田）

地域包括ケア人材養成コース推進フォーラム（宮野）

〇 学生発表

第４回長崎地域医療セミナー事前勉強会（横山）

〇 共修授業事例研究（センター長）

事例について、福祉的視点からのフリートーキング

・参加者 32人

⑤ 第５回事業企画委員会

・日 時 平成28年６月27日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

「医と社会」地域包括ケア早期体験実習（診療所実習）参観（宮野）

長崎県社会福祉士会研修会（宮野）

〇 共修授業事例研究（奥村）

事例について、福祉的視点からのフリートーキング

・参加者 22人

― 104―

写真Ⅶ-１ 長崎県保健所関係者も参加した事業企画委員会の様子



⑥ 第６回事業企画委員会

・日 時 平成28年７月11日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

平成28年度長崎県在宅医療・介護連携推進事業担当者等研修会（宮野）

シンポジウム「長崎の創生と大学の果たす役割〜長崎をすべての人に住みよいまちと

するために〜」（奥村）

〇 学生発表

第３回九州・山口家庭医療学セミナー（宗・松尾、徳永・梁瀬）

〇 長崎大学医学部地域包括ケア教育センター報告（永田センター長）

〇 「地域包括ケア論」ビジュアル教材作成（宮野）

〇 共修授業事例研究（奥村）

事例についてフリートーキング

・参加者 33人

⑦ 第７回事業企画委員会

・日 時 平成28年８月８日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

社会福祉士・精神保健福祉士実習演習担当教員講習会（宮野）

第４回まちんなかサロン（宮野）

第１回災害ボランティア養成講座（宮野）

共修授業ワーキンググループ報告（奥村）

平成28年度第１回長崎地域包括ケア教育管理・運営委員会報告（吉田）

〇 NICE キャンパス長崎 Season3 総括（吉田）

〇 学生発表

長崎多職種連携・たまごの会報告（桑原・澤田）

第４回長崎地域医療セミナー in GOTO 実施計画（横山）

・参加者 21人

⑧ 第８回事業企画委員会

・日 時 平成28年９月26日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

医療・福祉連携センター訪問（枕崎市立病院）（宮野）

第２回災害ボランティア養成講座（奥村）

第４回合同シンポジウム（宮野）

Ⅶ 各種委員会
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〇 学生発表

第４回長崎地域医療セミナー in GOTO（坂田ほか）

Summer Camp 2016 in Hirado 平戸と大学で育てる地域医療（梁瀬ほか）

〇 学会発表

日本社会福祉学会第64回秋季大会（奥村・吉田）

〇 平成28年度「地域包括ケア論」開講（宮野）

・参加者 33人

⑨ 第９回事業企画委員会

・日 時 平成28年10月17日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

第６回まちんなかサロン（認知症サポーター養成講座）（宮野）

第２回ケアラーサポーター育成研修会（宮野）

長崎市地域包括支援センター職員研修会（宮野）

第１回医療ソーシャルワーカー連携事例検討会（宮野）

スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程専門科目群担当教員講習会（宮野）

長崎市スクールソーシャルワーカー研修会（宮野）

〇 学生発表

長崎多職種連携・たまごの会報告（尾﨑・長友）

〇 共修授業ワーキンググループ報告（奥村）

〇 平成28年度「地域包括ケア論（第１〜５講）」報告（吉田）

・参加者 32人
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⑩ 第10回事業企画委員会

・日 時 平成28年10月31日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

第４回長崎地域医療セミナー振り返り実行委員会（宮野）

平成28年度第２回長崎県民フォーラム（宮野）

第１回在宅医療推進多職種連携研修会（宮野）

第１回医療施設従事者等研修会（宮野）

長崎市スクールソーシャルワーカー研修会（宮野）

〇 長崎大学３学部４学科「医歯薬共修授業」報告（吉田）

〇 長崎大学医学部・長崎純心大学現代福祉学科「共修授業」報告（奥村）

・参加者 20人

⑪ 第11回事業企画委員会

・日 時 平成28年11月14日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

認知症の人と家族への援助をすすめる第32回全国研究集会 in 長崎（宮野）

長崎市スクールソーシャルワーカー研修会（宮野）

〇 学生報告

第５回全国シンポジウム（山口・宮野）

〇 長崎大学医学部・長崎純心大学現代福祉学科「共修授業」報告（奥村）

・参加者 32人

⑫ 第12回事業企画委員会

・日 時 平成28年11月28日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

長崎フロリデーション協会15周年記念講演会（宮野）

第６回共修授業ワーキンググループ（奥村）

〇 リサーチマインドを持った総合診療医の養成第４回公開フォーラム報告（吉田）

〇 学生発表

「地域包括ケア論（第11・12・13講）」報告（尾畑・重富・福田）

〇 専門職講話

施設紹介「多機関型地域包括支援センター」

北多機関型地域包括支援センター相談支援包括化推進員（社会福祉士）

田中 隆史 氏

Ⅶ 各種委員会
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・参加者 26人

⑬ 第13回事業企画委員会

・日 時 平成28年12月12日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

平成28年度第１回在宅医療推進連携講座（宮野）

まちんなかラウンジ在宅医療講座（宮野）

長崎市スクールソーシャルワーカー研修会（宮野）

〇 累犯障害者支援研修会（吉田）

〇 学生発表

「長崎多職種連携・たまごの会」学習会報告（奥村・山口将・川口）

・参加者 34人

⑭ 第14回事業企画委員会

・日 時 平成29年１月16日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 長崎県福祉行政担当者講話

「長崎県における地域包括ケアシステムの現状と課題」

長崎県長寿社会課 作業療法士 田島 玲悟 氏

〇 学生発表

「地域包括ケア論（第14講）」報告（松坂・森谷）

発表リハーサル①「第４回長崎地域医療セミナー」（小川ほか）

発表リハーサル②「たまごの会（長崎大学）＆大阪どまんなか（大阪大学）＆岡山大

学意見交換会〜多職種連携、医療者・学生連携の重要性を考える〜」（尾﨑ほか）

・参加者 34人

⑮ 第15回事業企画委員会

・日 時 平成29年１月30日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター
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・主な議題

PEAP（ピープ）に基づく個別ケア職員研修会（宮野）

未来医療人材拠点形成事業ミニフォーラム（宮野）

〇 学生発表

「未来医療人材拠点形成事業ミニフォーラム」（小川ほか）

〇 学生発表

「たまごの会（長崎大学）＆大阪どまんなか（大阪大学）＆岡山大学意見交換会」（尾

﨑ほか）

・参加者 27人

なお、事業企画委員会の詳細は、長崎純心大学医療・福祉連携センターのホームページ及び

Facebook に掲載している。（http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/study/committee/）

Ⅶ 各種委員会
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研究スタッフ





研究スタッフ

氏 名 職 名

１ 潮 谷 有 二

長崎純心大学人文学部 学部長補佐

長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長

長崎純心大学人文学部現代福祉学科 教授

２ 宮 野 澄 男 長崎純心大学医療・福祉連携センター 専任准教授

３ 奥 村 あすか 長崎純心大学医療・福祉連携センター 専任助教

４ 吉 田 麻 衣 長崎純心大学医療・福祉連携センター 専任助教

５ 森 万 記 長崎純心大学医療・福祉連携センター 専任事務

研究スタッフ
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未来医療研究人材養成拠点形成事業

（テーマB：リサーチマインドを持った総合診療医の養成）

事 業 報 告 書
（平成28年３月〜平成29年１月）

平成29年３月８日発行

長崎純心大学 医療・福祉連携センター

（センター長 潮谷 有二）

〒852-8558 長崎市三ツ山町235番地

TEL ：095-842-8787 FAX：095-842-8788

E-mail：cmw@n-junshin.ac.jp

http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/

Facebook：https://www.facebook.com/cmw.n.junshin



未来医療研究人材養成拠点形成事業
（テーマB：リサーチマインドを持った総合診療医の養成）

事 業 報 告 書

長崎純心大学 医療・福祉連携センター平成29年3月
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Nagasaki Junshin
Catholic University
Medical and Welfare
Liaison Center

Nagasaki Junshin
Catholic University
Medical and Welfare
Liaison Center

長崎純心大学 医療・福祉連携センター
〒852-8558 長崎県長崎市三ツ山町235番地

TEL 095-842-8787    FAX 095-842-8788

E-mail:cmw@n-junshin.ac.jp

http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/


